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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
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セルフヘルプという力　第 31 回
篠田さん
非正規雇用、シングル女性として生きる
ということ

表 1　

いいもの みぃ～つけた！　vol.37
NPO 法人テツプロ
鉄の街で、鉄を用いたまちづくり

新連載 『ネットワーク』編集委員企画
ウクライナのフリースクールと
デモクラティック教育

ＴＶＡＣ相談窓口から
１年間の相談を振り返って
（2021年度）
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～はなれていても、つながれる～
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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。

いいもの みぃ～つけた！　vol.37　NPO 法人テツプロ
　　　　　　　　　　　　　　 　鉄の街で、鉄を用いたまちづくり
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もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員事とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和4年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和4年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和4年度版

『2022 夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』参加者募集！9

活動事例 　多彩に広がるリモート・ボランティア‼7

With コロナ時代の『リモート・ボランティア』
～はなれていても、つながれる～
◇東京ボランティア・市民活動センター／夏ボラ担当

3

新連載 　『ネットワーク』編集委員企画　第１回
ウクライナのフリースクールとデモクラティック教育
◇ TDU・雫穿大学 社会学ゼミ

17

TVAC News　連載 vol.3　東京ボランティア・市民活動センターの事業から
　災害時に向けた地域の活動と「災害時のための市民協働　東京憲章」

21

寄稿 　新しい社会貢献のカタチ　デロイト トーマツ グループ
　　　「秋のリモート・ボランティア」
　　　人・社会・地球の Well-being をめざして
◇田中 祥子　デロイト トーマツ コーポレート ソリューション合同会社 
　　　　　 　C&I/BM CSR Team, チームリーダー

10

つぶやきブレイク　vol.22　湯に浸かりて見えしもの22

セルフヘルプという力　第 31回　非正規雇用、シングル女性として生きるということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　  篠田さん

23

Withコロナ時代の『リモート・ボランティア』
～はなれていても、つながれる～
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2020年、新型コロナウイルスの影響により、実際に活動先に行き、対面で関わ
ることを主とするボランティア活動の実施が困難になった。TVACをはじめ、地
域のボランティアセンターで力を入れてきた「夏の体験ボランティア」が中止と
なるなか、福祉施設の利用者などから「ボランティアさんが来なくて寂しい」といっ
た声があり、一方、TVACには「ボランティア活動をしたい」「こんな状況だか
らこそ何かできることはないか」といった問い合わせが寄せられた。

そこで、TVACではコロナ禍でも人と人が支え合えるように、在宅やオンライン
で参加する「夏のリモート・ボランティア2020」を企画。その結果、予想以上
の反響があり、21年度もプログラムをさらに充実させて開催した。

TVACでは、こうした２年の実践経験から、リモート・ボランティア（以下リモ
ボラ）ならではの利点が多くあることを知り、同時に判明した課題に配慮しつつ、
今後は対面のボランティアと並行してリモボラを企画していく予定である。

今号では、リモボラの特徴や課題、行う上での留意点などを紹介し、受け入れ側
と活動者への取材を通して、ボランティアの一つの形として、その可能性を考え
たい。� ※TVAC＝東京ボランティア・市民活動センター

特集

Withコロナ時代の『リモート・ボランティア』
～はなれていても、つながれる～
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今
か
ら
２
年
前
の
春
、
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
と
都
内
の
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
大
き
な
決
断
を
し
ま

し
た
。
１
９
８
０
年
か
ら
40
年
間
、
連
携

し
て
実
施
し
て
き
た
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
を
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
を
中
止
し
た
の
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
拡
大
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
か
ら

誕
生
し
た
の
が
、「
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
で
す
。

■

リ
モ
ー
ト・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
場
に
行
か
ず
に
、

在
宅
か
ら
郵
送
・
宅
配
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と

で
す
。
２
０
２
０
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
で
も
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
Ｔ
Ｖ
Ａ

Ｃ
が
名
づ
け
、
福
祉
施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

市
民
活
動
団
体
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
ハ
ガ
キ
や
カ
ー
ド
、
工
作
や
ア
ー

施
設
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
も

な
く
な
り
、「
利
用
者
の
方
々

の
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
た
」

と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
き

ま
し
た
。
地
域
社
会
の
中
で
活

動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体

も
、
相
手
の
方
と
会
わ
ず
に
支

援
を
ど
の
よ
う
に
し
て
届
け

る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
活
動
を

継
続
す
る
の
か
を
模
索
し
て

い
た
の
で
す
。

一
方
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？
」
と
い
う
一
般

市
民
の
方
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■

「
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
中
止
に

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
も

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
と
人
が
支
え
あ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
の
よ
う
に
推
進
・

支
援
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
と
い
う
大
き
な

課
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
特
に
夏
の
期

間
は
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と
都
内
50
か
所
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
、

「
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ト
作
品
を
郵
送
や
宅
配
す
る
オ
フ
ラ
イ
ン

の
活
動
も
あ
り
ま
す
。

■

新
型
コ
ロ
ナ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
な
い
‼

当
時
は
感
染
の
第
１
波
の
中
で
初
め
て

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
都
内
の

福
祉
施
設
で
は
、
感
染
す
る
と
重
症
化
し

や
す
い
利
用
者
の
方
々
を
守
る
た
め
に
、

外
部
と
の
交
流
を
制
限
し
、
家
族
で
も
面

会
に
行
け
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
も

中
止
す
る
と
い
う
非
常
事
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
の
方
、

病
気
や
障
害
の
あ
る
方
、
外
国
に
ル
ー
ツ

の
あ
る
方
等
を
支
援
し
て
い
る
市
民
活
動

団
体
も
、
実
際
に
会
う
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、街
や
河
川
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
、
里
山
や
森
林
の
保
護
な
ど
、

野
外
で
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
人
が
集

ま
っ
た
り
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
の
交
通
機

関
で
の
感
染
が
心
配
さ
れ
、
延
期
や
中
止

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
な
い
こ
と
で
、
福

祉
施
設
は
職
員
だ
け
で
利
用
者
の
方
々
の

お
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
忙
し

く
て
、
一
人
ひ
と
り
と
ゆ
っ
く
り
会
話
す

る
こ
と
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年

度
は
、
中
高
生
を
中
心
に
、
延
べ
１
万
人

以
上
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

福
祉
施
設
や
市
民
活
動
団
体
で
の
約

３
０
０
０
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
ほ
ぼ
全
て
、
人
と
人
と
が
会

う
「
対
面
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動
で
す
。

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
都
全
体
の

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
形
で
の
実
施
は

難
し
い
と
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
感
染
防
止
を
配
慮
し
、

で
き
る
形
を
模
索
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の『
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

～
は
な
れ
て
い
て
も
、つ
な
が
れ
る
～

写真①　特別養護老人ホームアトリエ村のご高齢の利用
者の方々に暑中見舞い状や残暑見舞い状を送ると、お礼
に利用者の方々が描いた絵手紙が届いた！

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

夏
ボ
ラ
担
当
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特 集 特 集 Ｗｉｔｈコロナ時代の『リモート・ボランティア』Ｗｉｔｈコロナ時代の『リモート・ボランティア』

4 ネットワーク  2022/6

■

リ
モ
ー
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
企
画

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
、
現
地
に
行
か
な
く
て

も
、
会
わ
な
く
て
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
な
い
か
と
、
日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
福
祉
施
設
や
市
民
活
動
団

体
と
相
談
し
て
、
８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
３
つ

に
分
類
す
る
と
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
を
送

る
「
ハ
ガ
キ
系
」、
折
り
紙
や
ア
ー
ト
作

品
な
ど
を
作
る
「
工
作
系
」、
そ
し
て
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
用
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
交

流
し
た
り
、
学
ん
だ
り
す
る
「
オ
ン
ラ
イ

ン
系
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
ハ
ガ
キ
系
」
の
活
動
で
す
が
、

都
内
の
高
齢
者
施
設
の
利
用
者
の
方
々

に
、
暑
中
見
舞
い
や
残
暑
見
舞
い
を
郵
送

ま
た
はInstagram

で
送
ろ
う
！
と
い

う
も
の
で
す
。
参
加
希
望
者
に
は
高
齢
者

施
設
の
様
子
や
担
当
職
員
の
方
か
ら
の

た
も
の
が
、
最
終
的
に
は
『
未
来
の
宇
宙
』

と
い
う
大
き
な
ア
ー
ト
作
品
に
な
り
ま
し

た
（
チ
ラ
シ
①
）。

最
後
に
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
系
」
で
す
が
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
い
う
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
用
の
ア
プ

リ
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
高
齢
者
施

設
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
特
技
を
披
露
し
た
り
、
高
校
受
験
の
た

め
に
勉
強
し
て
い
る
外
国
ル
ー
ツ
の
若
者

た
ち
の
た
め
に
、
現
役
の
高
校
生
た
ち
が

自
分
た
ち
の
学
校
や
学
校
生
活
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
聴
覚
障
害
の
あ

る
高
校
生
か
ら
手
話
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
交
流
し
た
り
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人

た
ち
等
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

分
の
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
、
本
を
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
化
し
た
も
の
を
国
会
図
書
館
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
視
覚
障
害

等
の
あ
る
方
々
が
自
分
の
デ
ィ
バ
イ
ス
で

音
声
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
を
読
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■

大
き
な
反
響
と
リ
モ
ー
ト・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
可
能
性

こ
う
し
た
１
年
目
の『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
は
大
き
な
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
７
５
０
名
。
最
も
多

か
っ
た
の
は
中
高
生
で
し
た
が
、
大
学
生

や
社
会
人
の
参
加
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
リ
モ
ー
ト
な
の
で
、
全
国
各
地

か
ら
参
加
が
あ
り
、
中
に
は
、
父
親
の
赴

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
事
前
に
動
画
で
見
て
も
ら

い
、
夏
ら
し
い
絵
や
写
真
を
添
え
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
施
設
に
送
り
ま
す
。
受
け
取
っ

た
施
設
の
方
々
が
、
送
っ
て
く
れ
た
人
を

想
像
し
や
す
い
よ
う
に
、「
中
野
区
在
住

高
校
２
年
生　

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
好
き
男
子

よ
り
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
や
簡
単
な
自
己
紹
介
を
書
き
ま
す
。
送

ら
れ
た
ハ
ガ
キ
は
施
設
内
で
展
示
・
回
覧

さ
れ
、Instagram

に
掲
載
さ
れ
た
も
の

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
、
利
用

者
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
施
設
か
ら
は
利
用
者
の
方
々
が
描

い
た
絵
手
紙
を
送
っ
た
り
（
写
真
①
）、

お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
し
た
。

次
に
、「
工
作
系
」
の
活
動
は
、
折
り
紙

で
花
を
作
っ
て
高
齢
者
施
設
に
送
り
、
敬

老
の
日
に
利
用
者
の
方
々
の
胸
に
飾
っ
て

お
祝
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
ト
に
力

を
い
れ
て
い
る
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
施

設
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
美
術
展
が

新
型
コ
ロ
ナ

の
た
め
に
中

止
と
な
っ
た

の
で
、
利
用

者
の
方
々
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
各
自
で

「
私
の
星
」

を
作
成
し
て

Instagram

に
ア
ッ
プ
し

任
先
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
参
加
し

た
高
校
生
も
い
ま
し
た
。「
会
社
と
し
て

参
加
し
た
い
」
と
い
う
希
望
も
７
社
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、新
聞
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
韓
国
テ
レ

ビ
か
ら
の
取
材
も
。

活
動
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
わ

か
っ
た
こ
と
は
、リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

あ
っ
た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
、リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

「
ま
た
、
参
加
し
た
い
」「
新
型
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
、
実
際
に
会
い
に
行
き
た

い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
参
加
も
あ
り
、
リ

モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
時
間
や
空

間
、心
理
、障
害
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な「
壁
」

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う

で
す
。

海
外
で
も
、「virtual volunteer

（
バ
ー

チ
ャ
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
と
い
う
呼
び

方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
苦
し
ん
で

い
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
、
現
地
に
行
か
な
い
、
自
宅
か
ら
参
加

で
き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
と
い
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
現
代
の
忙
し

い
人
た
ち
も
参
加
で
き
る
方
法
と
し
て
、

欧
米
で
は
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

チラシ①　アート活動に力をいれているイター
ル成城では、障害のある利用者の方々とボラン
ティアが『私の星』を作成し、Instagram 上に『未
来の宇宙』が誕生した。これはそれを印刷した
広報チラシ。
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■

２
年
目
で
多
彩
に
広
が
る 

リ
モ
ー
ト・
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
２
０
２
０
』
以
外
に
も
、
福
祉

施
設
・
市
民
活
動
団
体
や
企
業
・
社
員
と

一
緒
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

う
し
た
経
験
を
活
か
し
、
２
年
目
と
な
る

『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
２
１
』（
チ
ラ
シ
②
）
で
は
、
よ
り

多
く
の
福
祉
施
設
・
市
民
活
動
団
体
に
呼

び
か
け
、
31
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ハ
ガ
キ
系
」
は
中
高
生
に
と
て
も
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
東
京
都
で
あ
り

な
が
ら
、
な
か
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

く
こ
と
が
難
し
い
三
宅
島
の
高
齢
者
施
設

に
も
暑
中
見
舞
い
状
を
送
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
工
作
系
」。
重
度
の
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
施
設
で
は
、
新

た
。
こ
の
１
１
７
４
名
の
参
加
申
込
者
の

内
訳
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
、
中
学

生
・
高
校
生
で
８
１
６
名
（
69
・
５
％
）。

次
に
多
い
の
が
、
大
学
生
・
専
門
学
校
生

は
１
６
１
名
（
13
・
８
％
）、
そ
し
て
、
社

会
人
は
１
８
４
名
（
15
・
７
％
）、
そ
の
他

は
13
名
（
１
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ハ
ガ
キ
系
」「
工
作
系
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
系
」
の
タ
イ
プ
別
で
見
て
み
る
と
、
中

学
生
・
高
校
生
に
最
も
人
気
が
あ
っ
た
の

は
「
ハ
ガ
キ
系
」、
次
が
「
工
作
系
」、
そ

し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
系
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
学
生
・
専
門
学
校
生
で
は
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
系
」が
最
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

社
会
人
で
は
、
一
番
が
「
工
作
系
」、
そ

し
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
系
」
の
参
加
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生
や
社
会
人
の

方
々
の
方
が
中
高
生
た
ち
よ
り
「
オ
ン
ラ

イ
ン
系
」
に
参
加
し
や
す
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
人
で
「
工
作
系
」
の
活
動

に
人
気
が
あ
る
の
は
、
夏
休
み
に
親
子
で

参
加
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
か
ら
の

よ
う
で
す
。

■

企
業
各
社
と
も
、秋
、冬
、春
に
実
施

昨
年
は
、
上
記
の
『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
１
』
の
他
に
も
、

「
会
社
と
し
て
、
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
た
い
」と
い
う
希
望
が
あ
り
、

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
と
『
秋

の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
、
サ

型
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
外
出
も
ま
ま
な

ら
な
い
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手

作
り
し
た
夏
ら
し

い
作
品
（
絵
、
折

り
紙
、工
作
な
ど
）

を
送
っ
て
、
施
設

内
に
飾
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
施
設
と
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
チ
ラ
シ
を
作
成

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
。
海
外
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
日
本
の
絵
本
に
現
地
の
言

葉
の
翻
訳
を
貼
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活

動
（
写
真
②
）
も
あ
り
ま
し
た
。「
オ
ン

ラ
イ
ン
系
」で
は
、障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
モ
デ
ル
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
河
川
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
る
活
動
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
が
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す

ま
ち
の
安
全
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
活
動
（
写

真
③
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
モ
ー
ト
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

■

世
代
に
よ
っ
て
参
加
方
法
に
違
い
が

２
年
目
と
し
て
実
施
し
た『
リ
モ
ー
ト
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
１
』
に
は

１
１
７
４
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

ノ
フ
ィ
株
式
会
社
と
『
冬
の
リ
モ
ー
ト
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
、
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
『
早
春
の
リ

モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
実
施
し
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
『
夏
の
リ
モ
ー

ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２
１
』
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
、
福
祉
施
設
・
市
民
活
動

団
体
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
や
希
望
と
、企
業
・

社
員
の
関
心
や
ス
キ
ル
な
ど
を
考
慮
し
て

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
や
児
童

福
祉
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
自

分
た
ち
の
仕
事
を
紹
介
し
た
り
、
仕
事
に

つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
述

の
視
覚
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
た
め
の
本

の
テ
キ
ス
ト
化
や
、
精
神
障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
の

英
訳
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

前
に
、
企
業
の
新
入
研
修
と
し
て
、
研
修

生
が
福
祉
施
設
や
市
民
活
動
団
体
を
実
際

に
訪
問
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
で
実

施
で
き
な
く
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
詳
細
に
つ
い
て

は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

研
修
で
あ
っ
て
も
、
社
会
の
多
様
性
や
課

題
を
知
り
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

チラシ②　2021 度は 31 の多彩なリモート・
ボランティア・プログラムに、子どもから
シニアまで、1,174 名の申し込みがあった。
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■

リ
モ
ー
ト・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

課
題
と
は
？

さ
ま
ざ
ま
な
よ
い
効
果
を
持
つ
リ
モ
ー

ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
実
施
に
あ

た
っ
て
気
を
付
け
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、個
人
情
報
の
保
護
で
す
。
郵
送
・

宅
配
す
る
場
合
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
個
人

の
名
前
や
住
所
が
記
載
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
適
正
な
管
理
が
施
設
・
団
体
に
求
め
ら

れ
ま
す
。ま
た
、広
報
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
掲
載
す
る
場
合
は
必
ず
事
前
に
施

設
・
団
体
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
未
成

年
の
場
合
は
保
護
者
も
）
の
許
可
を
得
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の

ア
プ
リ
を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す

団
法
人
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
楽
曲
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
す
る
と
「
公
衆
配
信
」
と
な
り
、
著
作

権
の
侵
害
に
な
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で

す
。
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
が
著
作
権
を
管
理

す
る
楽
曲
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
人
が
歌
っ

た
り
、
演
奏
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

の
ア
プ
リ
な
ど
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
本
の
読
み
聞
か

せ
や
工
作
物
も
著
作
権
侵
害
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
著
作
権
フ
リ
ー
の
も

の
（
作
者
没
後
70
年
以
上
た
っ
た
も
の
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
）
を
使
う
か
、必
ず
、

事
前
に
作
者
ま
た
は
著
作
権
協
会
な
ど
、

著
作
権
を
管
理
す
る
と
こ
ろ
の
許
可
を
得

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
■

リ
モ
ー
ト
と
対
面
と
、 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
時
代
に

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
」
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
時
は

リ
モ
ー
ト
中
心
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、

落
ち
着
い
て
い
る
時
は
対
面
で
の
活
動
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
在
宅
勤
務
が
広
が
り
、

通
勤
時
間
の
分
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
仕

事
以
外
の
こ
と
に
使
う
こ
と
も
可
能
と
な

る
場
合
は
、
参
加
す
る
人
た
ち
の
個
人
の

名
前
や
映
像
が
外
に
出
な
い
よ
う
に
参
加

者
が
動
画
撮
影
や
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
場
合
は
、
未
成
年
の
子

ど
も
た
ち
が
知
ら
な
い
人
た
ち
と
つ
な

が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
企
業
の
Ｐ
Ｃ
か
ら

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
ア
ク
セ
ス
で

き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
参
加
者
が
直
接
投
稿
す
る
の
で
は
な

く
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
や
施
設
・
団
体
が
代
わ
り

に
投
稿
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

次
に
、
著
作
権
の
問
題
で
す
。
公
益
社

り
ま
し
た
。
ま
た
、
在
宅
勤
務
の
社
員
が

会
社
や
社
会
か
ら
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、

リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
が
る

と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
感
染
状
況
が
落

ち
着
い
た「
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
の
時
代
」

に
お
い
て
も
、現
代
の
忙
し
い
人
た
ち
が
、

で
き
る
と
き
に
自
宅
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
す
る
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
参
加
の
形
は
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
施

設
・
市
民
活
動
団
体
は
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
多
様
な
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
そ
の
後
、
可
能
な
時
に
は

対
面
で
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
な
流
れ
を

作
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
一
方
で
、

対
面
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
安
全
に
再
開
し
て

い
く
た
め
の
対
策
も
急
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
対
面
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
時
代
」
が
日
本
で
も

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

写真②　三宅島の高校生たちが NPO 法人地球の友と歩む会が実施す
る絵本に翻訳を貼る活動を体験した。絵本はインドネシアの島の子ど
もたちにプレゼントされる。

写真③　パトロールしながらランニングする活動をしているパトラン東京では、参
加者とオンラインでつながりながら、参加者が自分たちの住んでいる街の安全チェ
ックをした。

JASRAC
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〔
活
動
事
例
〕
多
彩
に
広
が
る
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
!!

■

高
齢
者
施
設
で
の
取
り
組
み

江
戸
川
区
に
あ
る
高
齢
者
施
設
、
な
ぎ

さ
和
楽
苑
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
会
え
な
い
入
居
者
の

方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
２
１
』
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
に
写
真
④
の
よ
う
な
う
ち
わ
を
手
作

り
し
て
送
っ
て
も
ら
い
、
敬
老
の
日
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
秋
に
は
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ

ツ 

グ
ル
ー
プ
の
在
宅
勤
務
を
し
て
い
る

女
性
た
ち
と
、
女
性
の
利
用
者
さ
ん
と
の

『
オ
ン
ラ
イ
ン
女
子
会
』
を
開
催
。
働
き

な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
く
大
変
さ
を
語

■

子
育
て
ひ
ろ
ば
で
の
取
り
組
み

乳
幼
児
と
そ
の
親
が
遊
び
に
き
た
り
、

育
児
の
相
談
が
気
軽
に
で
き
る
「
子
育
て

ひ
ろ
ば
」
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
。
文

京
区
に
あ
る
子
育
て
ひ
ろ
ば
江
戸
川
橋

は
、
元
中
学
校
の
校
舎
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
総
合
福
祉
施
設
の
中

に
あ
り
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
施
設
や

高
齢
の
方
々
の
た
め
の
施
設
も
別
の
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。

『
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
２
１
』
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
作
っ
て
送
っ
て
く
れ
た
海
の
生
き

物
で
廊
下
を
飾
り
、「
海
の
ト
ン
ネ
ル
」

が
で
き
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。
こ
の
様
子

は
動
画
と
し
て
も
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
は
、
音
楽
絵
本
『
マ
ク
の

ク
リ
ス
マ
ス
』
の
著
者
で
あ
る
わ
た
な
べ

ゆ
う
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
小
熊
の

マ
ク
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
作
っ
て
送
り
、
そ
れ
ら
を
来

場
し
た
親
子
が
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ

り
合
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
社
員
の
方
は

「
大
変
な
時
代
の
中
で
働
き
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
き
て
、
今
が
幸
せ
だ
と
い
う
言

葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
若
い
人
た
ち
に
語
っ

た
高
齢
の
女
性
の
方
た
ち
も
「
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
、表
情
が
明
る
く
な
り
、

帰
り
の
足
取
り
が
軽
や
か
だ
っ
た
そ
う
で

す
。な

ぎ
さ
和
楽
苑
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
前
は

年
間
約
５
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
地

元
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
ご
高
齢
の

方
々
で
す
。
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
利
用
者
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
再

構
築
し
よ
う
と
、
施
設
か
ら
Ｉ
Ｔ
機
材
を

貸
し
出
し
、
そ
の
使
い
方
を
説
明
す
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
の
は
サ
ノ

フ
ィ
株
式
会
社
の
社
員
と
子
ど
も
た
ち
。

素
敵
な
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
飾
り
つ

け
る
利
用
者
の
親
子
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
動

画
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

■

障
害
の
あ
る
人
と
の
取
り
組
み

社
会
福
祉
法
人
豊
芯
会
は
豊
島
区
で
精

神
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
生
活
や
就
労

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中

社会福祉法人 東京英和会
なぎさ和楽苑 

社会福祉法人 武蔵野会
リアン文京

子育てひろば江戸川橋

写真④　ボランティアの手作り
のうちわ

写真⑤　施設の廊下が「海のトンネル」になった。
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に
あ
る
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
み
の
り
で
は
、
自

己
表
現
や
地
域
社
会
と
の
交
流
の
た
め
に

演
劇
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
劇

団
て
あ
と
る
み
の
り
は
利
用
者
と
演
劇
が

好
き
な
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
、
大
学
で
演

劇
を
学
ん
だ
と
い
う
椙す
ぎ

田た

施
設
長
が
監
督

兼
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
前
は
小
さ
な
劇
場
で
公
演
も

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
の
た
め
に

中
止
や
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

ま
ず
、
企
業
各
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

利
用
者
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
し
、
精
神
に
障
害
の
あ
る
人

■

企
業
の
新
任
研
修
で
の
取
り
組
み

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
０
７
年
よ
り
株
式
会
社

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
新
任
研
修
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
前
は
、都
内
、

横
浜
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
約
１
２
０
か
所
の
福

祉
施
設
に
、
社
員
が
５
～
６
名
の
チ
ー
ム

を
作
っ
て
出
か
け
て
い
き
、
利
用
者
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
交
流
企
画
を
考
え

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
施
設
の
方
々
に

も
研
修
生
に
も
と
て
も
好
評
な
の
で
す

が
、
２
年
前
の
２
０
２
０
年
春
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
翌
年
の
２
０
２
１
年
度
か

ら
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
1
日
で

で
き
な
い
か
」
と
人
事
部
と
相
談
し
、

都
内
の
14
の
福
祉
施
設
・
団
体
と
研
修

生
が
、W

ebex

と
い
う
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

用
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
交
流
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
施
設
・
団
体
か
ら
施
設

や
利
用
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
も
と
に
、

社
員
が
６
～
７
名
ぐ
ら
い
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
利
用
者
さ
ん
や
職
員
の

方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
プ
レ

ゼ
ン
や
提
案
を
行
う
と
い
う
も
の
で

と
一
緒
に
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
を
テ
ー

マ
に
し
た
映
画
『T

he Com
pany

：
仲
間

た
ち
』
を
作
成
す
る
こ
と
に
（
写
真
⑥
）。

椙
田
施
設
長
が
み
ん
な
の
思
い
を
脚
本
に

し
、
読
み
合
わ
せ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。

最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
パ
ー
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
自
撮
り
し
た
も
の

を
１
つ
に
ま
と
め
て
、
つ
い
に
完
成
し
ま

し
た
！

そ
の
後
、
企
業
各
社
を
対
象
に
「
上
映

会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
開
催
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
は
監
督
や
障
害
の
あ
る
出
演
者

の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
が
動
画
作

成
の
思
い
や
苦
労
を
語
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
豊
芯
会
で
こ
の
映
画
を
聴
覚
障
害
の

人
に
も
観
て
も
ら
え
る
よ
う
に
日
本
語
字

幕
を
つ
け
た
の
で
す
が
、デ
ロ
イ
ト 

ト
ー

マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ー

ム
に
そ
の
字
幕
の
英
語
翻
訳
を
お
願
い

し
、
そ
の
翻
訳
を
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
動
画
に
貼
り
付
け
る
作
業
を
リ
モ
ー
ト

で
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
み
の
り
で

は
「
い
よ
い
よ
海
外
デ
ビ
ュ
ー
だ
！
」
と

盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

す
（
写
真
⑦
）。

今
年
の
各
チ
ー
ム
は
、
高
齢
で
あ
っ
た

り
、
障
害
の
あ
る
利
用
者
の
方
々
の
た
め

に
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
子
ど
も

食
堂
を
利
用
し
て
い
る
ひ
と
り
親
の
お
母

さ
ん
の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支

援
方
法
を
説
明
し
た
り
、
外
国
ル
ー
ツ
の

子
ど
も
た
ち
向
け
に「
や
さ
し
い
日
本
語
」

で
日
本
に
つ
い
て
紹
介
し
た
り
し
ま
し

た
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
時
間
の
制
約
も

あ
り
ま
し
た
が
、
施
設
・
団
体
の
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
研
修
生

た
ち
に
も
社
会
の
多
様
性
や
福
祉
課
題
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

写真⑦　高齢者施設の利用者の方々とのオンラインでゲームやク
イズをして交流した。最後に社員が作成した表彰状で盛り上がっ
た。

社会福祉法人 豊芯会
ハートランドみのり

写真⑥　施設の人たちとボランティアがリモートで作成した映画
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『2 0 2 2夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』
参加者募集！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　東京ボランティア・市民活動センターでは、

今年も夏休みを利用して、在宅やオンラインで

参加できる「リモート・ボランティア」を募集

します！ 福祉施設や市民活動団体での多彩な

活動に参加し、素敵な出会いを体験してくださ

い。例年と違うのは、感染防止対策をしっかり

しながら実際に活動に出かけていく「対面ボラ

ンティア」のプログラムもいくつか用意してい

ることです。「＋（プラス）」はそのことを意味

しています。

　福祉施設や市民活動団体での対面のボラン

ティア活動では、高齢の方や障害のある方、子

どもたちなど、感染すると重症化しやすい方々

もいます。こうした方々の安全と、そして、ボ

ランティア自身の安全のために、本センターで

は、ボランティアを受け入れる施設や団体の方

と相談し、準備をしています。

　また、ボランティア参加希望者の方々にも、

１週間前から体温や体調のチェックシートをつ

けていただき、感染防止に心がけるという「参

加同意書」にもサインしていただきます。安全

対策をしっかりしながら、対面のボランティア

を体験してみましょう！

　なお、新型コロナの感染が拡大し「非常事態宣言」や「まん延防止等措置」が発出した場合は、対面ボランティ

アの活動は延期または中止させていただきます。

東京ボランティア・市民活動センター　夏ボラ担当
〒 162-0823 東京都新宿区神楽河岸 1-1 セントラルプラザ 10 階　※ JR・地下鉄飯田橋駅からすぐ

TEL: 03-3235-1171  FAX:03-3235-0050　E-mail: natsuv@tvac.or.jp　URL: https://www.tvac.or.jp

※月曜日と祝日は閉館しています。

● お問い合わせ先

＋（プラス）夏夏
参加者募集!参加者募集!

のの

「withコロナ」の時代に、在宅やオンラインでできる「リモート・ボランティア」を
体験してみませんか？　また、今年は感染防止に気をつけながら、実際に活動先に行く

「対面ボランティア」も実施します。だから、「+（プラス）」です。
高齢の方・障害のある方や子どもたちとの交流、環境保護、防犯、海外協力など、

さまざまなボランティア活動があります。子どもからシニアまで、ご参加お待ちしています！

参加者の声参加者の声

　東京ボランティア・市民活動センターでは、ボランティア活動に興味・関心がありながら、なかなか参加するきっかけ
のない方々に、7～9月の夏の期間を利用してボランティアを体験していただく『夏の体験ボランティア』を1980年から
実施してきました。新型コロナが感染拡大した2年前からは、活動先に実際に行って活動することができなくなりまし
たが、郵送やオンラインなどで離れていてもできるボランティア活動（リモート・ボランティア）を企画・実施しています。
そして、今年は、新型コロナ対策をしっかりして、活動先に行く活動（対面ボランティア）が加わります。

 「リモートなので参加しやすかったです。
コロナが収まったら、会いに行きます！」

「親子で一緒に作ったものを喜んでもらえて、
嬉しかったです。」

「こんなにいろいろな活動があるのに、
驚きました。」

「リモート・ボランティア」
活動先からの声

「リモート・ボランティア」
活動先からの声

「会えなくても、いろいろな形で
つながれることがわかりました。」

「コロナでなかなか外の人と交流できないので、
利用者の人たちがとても喜んでいました。」
「施設の中に明るい空気が流れました」

https://www.tvac.or.jp/summer/【開館時間】火曜～土曜：9時～21時／日曜：9時～17時（月曜・祝日は閉館）

※活動日はプログラムによって違います

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ10階
JR「飯田橋」駅西口、地下鉄（有楽町線、東西線、南北線、大江戸線）「飯田橋」駅 B2b 出口　徒歩1分

03-3235-1171TEL
03-3235-0050FAX

特別協賛：デロイト トーマツ グループ

主催・問合せ 東京ボランティア・市民活動センター Tokyo Voluntary Action Center
「夏のリモート・ボランティア2022」担当

2022

実施時期

【リモート・ボランティア：30程度】
●絵はがきなどを高齢な方々に送る
●手作りのものを障害のある人たちや
　子どもたちに送る
●オンラインで環境保護を学ぶ など

【対面ボランティア：５程度】
●障害のある子どもたちと遊ぶ
●コロナで困っている人への
　食糧配布のお手伝い
●里山や干潟の保全 など

ボランティア活動例

2022年７月～９月

実施場所 オンラインや在宅 および 都内各地

『2022夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』とは

TVAC
からの
お知らせ

　詳細については、ウェブサイトをご覧ください

⇒『2022 夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』
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デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
は
、

監
査
法
人
を
祖
業
と
す
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
わ
る
多
様
な
専
門
家
を
抱
え
る
組
織

で
、
監
査
・
保
証
業
務
、
リ
ス
ク
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
、税
務
・

法
務
の
各
分
野
の
専
門
家
を
擁
し
、
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
た
ち
は
、
目
指
す
べ
き
社
会
の
姿

と
し
て
、「
人
と
ひ
と
の
相
互
の
共
感
と

信
頼
に
基
づ
く
『W

ell-being

（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
）
社
会
』」
の
実
現
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
「W

ell-being

社
会
」

と
は
、
個
人
・
社
会
・
地
球
環
境
の
３
つ

の
レ
ベ
ル
でW

ell-being

を
相
乗
的
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
、
い

ず
れ
か
のW

ell-being

の
た
め
に
他
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
３
つ
のW

ell-

being

す
べ
て
が
充
実
し
た
状
態
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄稿

新しい社会貢献のカタチ
デロイト トーマツ グループ

「秋のリモート・ボランティア」
人・社会・地球の Well-being をめざして
田中 祥子
デロイト トーマツ コーポレート ソリューション合同会社
C & I / B M  C S R  T e a m ， チ ー ム リ ー ダ ー

「秋のリモートボランティア 2021 」参加者事後アンケートより
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テ
ィ
ア
休
暇
制
度
導
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
、「
秋
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
「
秋

の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
グ

ル
ー
プ
内
外
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
と
直
接

触
れ
合
い
、
実
際
の
対
話
や
活
動
を
通
し

てW
ell-being

に
関
し
て
考
え
、
行
動

す
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
み
ん
な
のW

ell-being 

21
秋
冬
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。経
営
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、グ
ル
ー

プ
内
の
各
ビ
ジ
ネ
ス
を
代
表
す
るW

ell-

being

リ
ー
ダ
ー
が
率
先
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
を
含

む
15
団
体
か
ら
18
種
類
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
用
意
い
た
だ
い
た
結
果
、
予
定
枠
を

上
回
る
、
２
４
１
名
の
参
加
が
実
現
し
ま

そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
接

点
の
な
い
人
た
ち
、
接
点
の
少
な
い
社
会

問
題
に
対
し
て
も
、
企
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で

す
。

　
弊
社
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流

行
を
機
に
在
宅
勤
務
が
主
流
に
な
り
、
従

来
の
よ
う
に
1
か
所
に
人
を
集
め
て
活
動

す
る
ス
タ
イ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

W
ith

コ
ロ
ナ
、Post

コ
ロ
ナ
も
踏
ま
え

て
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
模
索

す
る
中
、
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
の
ご

協
力
を
得
て
、
年
５
日
の
有
給
ボ
ラ
ン

し
た
。

２
０
２
１
年
の
秋
は
、
現
在
の
状
況
と

比
べ
、
感
染
症
の
拡
大
状
況
も
深
刻
で
、

そ
の
一
方
で
長
引
く
自
粛
生
活
の
中
、
グ

ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
社
会

と
の
接
点
を
望
ん
で
い
る
雰
囲
気
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
も
多
く
の
参
加
者
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
た
理
由
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
中
に
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
と
い
う
人
も
い

ま
し
た
。
担
当
者
と
し
て
は
、人
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
個
人

のW
ell-being

も
高
ま
る
人
も
多
い
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
初
参
加
者
の
溌
剌
と
し
た
様
子
を

高齢者施設に送った秋のお便りの一部
（社会福祉法人豊島区社会福祉事業団・アトリエ村）

「秋のリモート・ボランティア 2021」参加者事後アンケートより
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方
々
と
の
連
携
プ
レ
ー
が
あ
っ
て
こ
そ
。

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　「
秋
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
接
点
の
な

か
っ
た
団
体
の
方
々
と
の
関
係
性
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
も
大
き
な

収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
一
部
の
団
体
の

方
々
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
私
た
ち
の

ス
キ
ル
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
た
り
、
同
年
12
月
に
実
施
し
た

「
寄
付
月
間
」
の
寄
付
先
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
（
※
注
①
）
を
実
施
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
4
月
に
は
ア
ー
ス
デ
ー
（
※
注
②
）
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
荒
川
河
川
敷

で
の
ゴ
ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
す
る
際
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
新

た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
形
で

協
働
す
る
機
会
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
か
ら
50
年
余
り
前
、デ
ロ
イ
ト 

ト
ー

マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
の
源
流
で
あ
る
監
査
法

人
創
設
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
等と
う
ま
つ
の
ぶ
ぞ
う

松
農
夫
蔵
が
残
し
た
言
葉
に
、「
個

我
を
脱
却
し
て
大
乗
に
附
く
」
と
あ
り
ま

す
。
目
先
の
短
期
的
な
利
害
得
失
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

高
い
理
想
の
実
現
に
邁
進
し
よ
う
と
働
き

Ｐ
Ｃ
の
画
面
越
し
に
確
認
し
、
や
は
り
間

違
い
な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
15
団
体
・

18
種
類
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
運
用
は
大
変

で
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
良
く
こ
な
せ
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
へ
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
関

心
の
あ
る
社
会
／
環
境
課
題
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
ま
た
希
望
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
も
、
自
身
の
ス
キ
ル

が
活
か
せ
る
も
の
か
ら
、
家
族
と
一
緒
に

気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
、
普
段
の
仕
事

と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
も
の
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー
を
選

ぶ
側
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
決
し
て
多
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
と
は
い
え
、す
べ
て
の
団
体
の
方
々
・

す
べ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
ニ
ー

ズ
を
１
０
０
％
満
た
せ
た
と
は
言
え
ず
、

運
用
面
で
の
改
善
の
必
要
性
も
感
じ
て
い

ま
す
。
反
省
点
は
多
々
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
の
参
加
者
も
今
回
の
参
加
理
由
と
し

て
、「
人
や
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
か
ら
」

と
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
思
い
を

持
つ
仲
間
が
社
内
に
い
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
現
で
き
た
の
は
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の

か
け
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た

グ
ル
ー
プ
創
設
時
の
高
邁
な
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
次
世
代
の
た
め
に
「W

ell-being

社
会
」
を
構
築
す
る
と
い
う
高
い
理
想
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
注
①　

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

（Fundraising

）
と
は
、
民
間
非
営
利

団
体
が
活
動
の
た
め
の
資
金
を
市
民
、

企
業
、
行
政
な
ど
か
ら
集
め
る
こ
と
。

※
注
②　

ア
ー
ス
デ
イ
（Earth Day

）
は
地

球
の
環
境
保
護
の
た
め
に
毎
年
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
。
１
９
７
０
年
4
月
22

日
に
米
国
に
お
い
て
学
生
た
ち
中
心
に

初
め
て
開
催
さ
れ
、
現
在
で
は
世
界
中

で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
日
本
に
お
い
て
は
、「
ア
ー
ス
デ

イ
東
京
」
と
し
て
２
０
０
１
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
た
め
に
２
０
２
０
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
た
が
、
昨
年
に
続
き
今
年

も
代
々
木
公
園
で
実
施
さ
れ
た
。Blog：デロイト トーマツ

グループ CSR 活動

リモート・ボランティアに参加した後、感染対策
をして実際のゴミ拾いの活動を企画した。

（写真・グラフ提供＝デロイト トーマツ グループ）

アースデイ東京 2022
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は
大
き
く
減
り
、
全
体
の
約
５
割

（
７
８
６
０
件
）
と
コ
ロ
ナ
以
前
の
割
合
に

戻
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
春
と
夏
に
発
出

さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
等
の
影
響
も
あ

り
、
コ
ロ
ナ
前
に
全
体
の
３
割
を
占
め
て

い
た
来
所
相
談
が
２
０
２
１
年
度
は
全
体

の
２
割
（
３
０
４
８
件
）
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に
メ
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

相
談
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
に
14
％
だ
っ
た
メ
ー
ル
に
よ

る
相
談
は
、
２
０
２
１
年
度
に
は
22
％

（
３
３
１
１
件
）、
コ
ロ
ナ
前
に
は
な
か
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
相
談
が
全
体
の
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
、
感

染
対
策
を
と
っ
た
上
で
来
所
に
よ
る
相
談

の
受
付
を
継
続
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
相
談
は
、
継
続
し
て
受
け
て
い
る

相
談
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

◇
４
割
以
上
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
相
談

　

相
談
者
の
う
ち
、
42
％
（
６
２
９
３
件
）

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）
か
ら
の

相
談
で
し
た（
図
２
）。
こ
こ
で
の「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
当
事
者
団
体
・
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ（
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）を
含
む
、

任
意
団
体
と
し
て
活
動
す
る
市
民
活
動
団

体
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

Ｓ
Ｈ
Ｇ
か
ら
の
相
談
は
引
き
続
き
多
数
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
相
談
の

う
ち
20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
に
は
、
市
民
（
個
人
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活
動
団

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、社
会
福
祉
施
設
、企
業
、

行
政
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
か
ら
多
数
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

１
年
間
で
１
万
５
千
件
の
相
談

　

２
０
２
１
年
度
の
相
談
件
数
は
、

１
５
０
０
７
件
で
２
０
２
０
年
度
よ
り
件

数
は
減
り
ま
し
た
が
、
相
談
の
内
容
は
、

組
織
の
存
続
に
関
わ
る
深
刻
な
も
の
や
、

労
務
や
税
務
、
多
様
な
法
律
等
が
関
わ
る

複
雑
な
も
の
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
分
野
や
領
域
に
関
わ
ら
ず
多

く
の
団
体
か
ら
「
解
散
や
活
動
休
止
を
検

討
し
て
い
る
」「
こ
れ
以
上
は
続
け
ら
れ
な

い
・
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
切
実
な
声

が
寄
せ
ら
れ
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
で
団
体
の

体
力
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
削
り
と
ら
れ
、
こ
こ

ま
で
な
ん
と
か
踏
ん
張
っ
て
き
た
団
体
も
、

い
よ
い
よ
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
■ 

相
談
方
法
と
相
談
者
の
属
性

◇ 

来
所
は
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
１
割
減

　

相
談
方
法
は
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
来
所
・

手
紙
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

２
０
２
０
年
度
に
１
万
件
以
上
、
全
体
の

６
割
に
ま
で
増
加
し
た
電
話
に
よ
る
相
談

）度年1202（ てっ返り振を談相の間年１
TVAC相談窓口から

◇
個
人
か
ら
の
相
談
が
２
割
以
上

　

個
人
か
ら
の
相
談
は
23
％
（
３
３
４
８

件
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
次
い
で
２
番
目
に
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
前
年
度

に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
色
濃
く

感
じ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
コ
ロ

ナ
が
原
因
で
仕
事
を
失
っ
た
上
、
ア
パ
ー

ト
の
更
新
が
で
き
ず
、
住
ま
い
ま
で
失
い

そ
う
だ
」「
長
年
、
日
雇
い
の
仕
事
で
暮
ら

し
て
き
た
が
、コ
ロ
ナ
で
仕
事
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
」「
妻
が
亡
く
な
り
一
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
外
出
の
機
会
も
、
収

入
も
な
く
、
こ
の
先
が
不
安
」「
生
活
が
苦

し
い
。
所
持
金
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
こ

ん
な
状
況
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
配
っ
て
い
る
食

NPO
（民間非営利組織）

42%
（6,293件）

個人
23%

（3,348件）

推進団体
17%

（2,591件）

企業
４%

（635件）

その他
14%

（2,140件）

電話
53%

（7,860件）

来所
20%

（3,048件）

メール
22%

（3,311件）

【図１ 相談方法の内訳】

【図２ 相談者の内訳】

オンライン等
５%

（788件）
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糧
を
も
ら
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」、
ま
た
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
ず
生
活
に
困
っ
て
い

る
が
、
家
族
を
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
う
一
人
暮
ら
し
の
学
生
か
ら
の
相
談

も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
若
者
の
困
窮

は
社
会
か
ら
見
え
に
く
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年

度
も
個
人
か
ら
一
番
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

は
「
話
が
し
た
い
」「
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。「
今
は
困
っ
て
い
な

い
け
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
て
く
れ

る
人
と
の
つ
な
が
り
が
欲
し
い
」「
と
に
か

く
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」
な
ど
の

声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
、
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
方
が
大
変
多
い
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

　

同
時
に
、
社
会
や
誰
か
の
た
め
に
「
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
る
」
と
い

う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
に
関
わ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
い
」「
定
年

退
職
後
の
活
動
先
を
探
し
て
い
る
」
な
ど
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
声
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
報
道
等
で
目
に
す
る
こ
と
が
増

え
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
あ

る
か
」
な
ど
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
前
は
年
間
１
０
０
０
件
近
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
相
談
は
こ
の
２
年
で
大

き
く
減
少
し
、
２
０
２
１
年
度
は
５
１
４

件
、
全
体
の
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
等
の
推
進
団
体
か
ら
の
相
談
が

17
％
（
２
５
９
１
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

推
進
団
体
か
ら
は
、
従
前
か
ら
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
災
害
・
防
災
等
に
関
す
る
も

の
の
他
、
地
域
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｓ

Ｈ
Ｇ
の
支
援
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
他
に
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
交
換

や
、
助
成
金
な
ど
の
テ
ー
マ
で
の
講
座
企

画
の
相
談
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

企
業
等
か
ら
の
相
談
は
全
体
の
４
％

（
６
３
５
件
）
で
す
。「
社
会
福
祉
施
設
に

消
毒
液
を
寄
付
し
た
い
」「
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
て
い
る
人
た
ち
の
支
援
を
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
、
生
理
用
品
や
食
料
を
寄
付

し
た
い
」「
Ｉ
Ｔ
技
術
や
多
言
語
な
ど
、
社

員
の
ス
キ
ル
や
本
業
を
活
か
し
た
社
会
貢

献
を
考
え
て
い
る
」「
社
員
が
在
宅
で
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探
し
て
い
る
」

な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、

炊
き
出
し
活
動
等
へ
の
関
心
は
高
く
、
多

く
の
企
業
か
ら
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間

短
縮
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
飲
食
店

か
ら
「
お
店
を
閉
め
て
い
る
間
、
地
域
の

人
た
ち
に
お
弁
当
を
配
布
す
る
活
動
を
し

た
い
」
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
企

業
等
か
ら
の
相
談
は
、
コ
ロ
ナ
前

（
２
０
１
９
年
度
９
５
７
件
）
よ
り
３
０
０

件
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
を
通

し
て
、
厳
し
い
社
会
状
況
に
あ
っ
て
も
、

多
様
な
形
で
社
会
貢
献
や
社
会
課
題
に
取

り
組
も
う
と
模
索
す
る
企
業
の
姿
が
み
え

て
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、社
会
福
祉
施
設
や
行
政
、学
校・

教
育
機
関
、
保
健
・
医
療
機
関
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
、
多
様
な
機
関
か
ら
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

相
談
の
内
容

◇ 

定
款
・
総
会
の
相
談
が
多
い

　

相
談
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
最
も
多
い
の
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関

す
る
相
談
」
４
５
７
２
件
で
、
全
体
の
３

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
の

割
合
は
こ
こ
数
年
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
「
運
営
に
関
す
る
相
談
」
が

１
７
４
９
件
と
最
も
多
く
、
な
か
で
も
定

款
・
定
款
変
更
が
３
１
３
件
、
次
い
で
総

会
運
営
に
関
す
る
も
の
が
１
８
４
件
で
し

た
（
図
４
）。「
定
款
の
こ
の
部
分
は
、
ど

う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
」「
う
ち

の
法
人
で
は
、
理
事
会
の
リ
モ
ー
ト
開
催

は
可
能
な
の
か
」
な
ど
、
定
款
の
内
容
に

関
す
る
も
の
の
他
、
昨
今
の
状
況
を
鑑
み

て
、
よ
り
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
目
的
・

事
業
に
変
更
す
る
決
断
を
し
た
法
人
も
あ

り
、
定
款
全
体
に
及
ぶ
変
更
に
取
り
組
む

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
設
立
・
申
請
」
の
相
談
は

１
５
３
１
件
で
す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら

引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
人
た
ち
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

し
て
活
動
し
た
い
と
い
う
相
談
は
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
全

体
で
み
る
と
２
０
１
９
年
度
の
２
２
６
０

件
よ
り
７
０
０
件
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
「
設
立
・
申
請
」
相
談
の
う
ち
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
申
請
等
に
関
す
る
も
の
は

３
８
１
件
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
当
初
、

活
動
休
止
中
の
時
間
を
使
っ
て
認
定
申
請

を
目
指
そ
う
と
し
た
法
人
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
が
（
２
０
２
０
年
度
は

４
４
１
件
）、
２
０
２
１
年
度
に
は
そ
の
動

き
が
ひ
と
段
落
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
新

規
申
請
に
は
、
過
去
２
事
業
年
度
分
を
実

績
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
法
人
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て

準
備
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
今
現
在

も
認
定
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
法

人
は
多
く
存
在
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
認
定
申
請
の
相
談
を
き
っ
か

け
に
、
定
款
や
会
計
を
見
直
す
必
要
性
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
り
、
役
員
変
更
手
続

き
の
漏
れ
、
登
記
懈け

怠た
い

な
ど
、
運
営
上
必

要
な
こ
と
の
取
り
こ
ぼ
し
が
明
ら
か
に
な

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

２
０
２
１
年
度
に
は
、
初
回
に
認
定
申
請

で
相
談
を
寄
せ
た
法
人
が
、
２
回
目
以
降
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は
定
款
変
更
や
会
計
、
手
続
き
に
つ
い
て

の
相
談
に
移
行
、
継
続
相
談
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
多
く
あ
り
、
認
定
を
目
指
す
こ

と
が
、
運
営
全
体
を
点
検
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
疲
弊
を
感
じ
た
１
年

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
相
談
」
に
次
い

で
二
番
目
に
多
い
相
談
は
「
団
体
運
営
に

関
す
る
相
談
」（
３
５
７
２
件
）
で
す
（
図

３
）。
こ
こ
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
け
で
な
く

任
意
団
体
か
ら
の
相
談
も
多
く
含
み
ま

す
。
内
容
は
、
組
織
運
営
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
関
係
、広
報
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
の
「
企
画
や
実
施
に
関
す
る
相
談
」

（
７
０
５
件
）、
次
に
「
活
動
内
容
に
関
す

る
相
談
」（
５
７
１
件
）
で
す
。

　
「
活
動
内
容
に
関
す
る
相
談
」
に
は
、
先

の
見
通
し
が
持
て
な
い
状
況
で
ど
ん
な
工

夫
を
す
れ
ば
事
業
が
実
施
で
き
る
か
、
あ

る
い
は
、
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
ど
ん

な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
、
な
ど
の
相
談

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
他

の
団
体
は
ど
う
し
て
い
る
か
」
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
度
は
、
多
く
の
団
体
が
本
格
的
な
活
動

再
開
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の

活
動
を
復
活
さ
せ
る
以
外
に
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
取
り
入
れ
た
り
、Y

ouT
ube

を
活

用
し
て
番
組
を
作
っ
た
り
、
屋
外
で
講
座

を
し
た
り
と
、
方
法
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
新
し

い
活
動
を
検
討
す
る
団
体
も
少
な
か
ら
ず

あ
り
、
方
法
・
内
容
と
も
に
引
き
続
き
試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
の
再
開
で
す
。

　

ま
た
「
団
体
運
営
に
関
す
る
相
談
」
の

な
か
に
は
「
資
金
に
関
す
る
相
談
」
が

５
０
７
件
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
再

開
に
伴
い
広
い
会
場
を
使
用
す
る
た
め
の

経
費
が
膨
ら
ん
だ
り
、
感
染
対
策
の
た
め

に
新
た
な
備
品
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
そ

も
そ
も
会
費
や
寄
付
の
収
入
が
減
っ
た
た

め
財
政
難
に
陥
っ
て
い
る
団
体
か
ら
の
相

談
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動

を
す
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
費
用
が

か
か
り
、
そ
の
捻
出
に
苦
心
し
て
い
る
団

体
が
と
て
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

関
係
の
支
援
等
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
助
成
金
な
ど
の
社
会
資
源
を
活

用
し
た
経
験
が
な
い
団
体
に
と
っ
て
は
、

対
象
と
な
る
支
援
策
を
探
す
だ
け
で
も
大

変
な
苦
労
で
す
。
さ
ら
に
、
申
請
に
は
会

計
関
係
の
書
類
や
記
録
が
必
要
な
こ
と
が

多
く
、
こ
れ
ま
で
独
自
の
ル
ー
ル
で
会
計

処
理
を
し
て
き
た
団
体
に
と
っ
て
は
申
請

自
体
に
多
大
な
時
間
と
労
力
が
か
か
り
、

途
中
で
断
念
す
る
と
こ
ろ
も
複
数
あ
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
相
談
の
特
徴
と
し
て

は
、
過
渡
期
や
終
結
期
、
あ
る
い
は
岐
路

に
あ
る
団
体
か
ら
の
相
談
が
非
常
に
多

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
く
「
内

部
で
困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
」
と
い

う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
法
人
格
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
「
ト
ラ
ブ
ル
」
に
関
す
る

相
談
は
６
６
９
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
理
事
同
士
の
意
見
の
衝

突
や
、
会
員
か
ら
の
苦
情
や
不
満
、
事
務

局
と
役
員
の
認
識
の
ず
れ
と
し
て
、
相
談

が
始
ま
り
ま
す
。例
え
ば「
会
議
の
進
め
方
」

や
「
役
員
選
任
の
方
法
」
な
ど
、
運
営
上

の
事
柄
の
「
適
切
な
方
法
が
知
り
た
い
」

【図４  NPO 法人に関する相談内訳】

運営
38%

（1,749件）

設立・申請
（認定NPO含む）

33%
（1,531件）

報告、更新
４%

（165 件）

法務
４%

（206件）

会計
18%

（803件）

その他
３%

（118件） その他
37%

（5,568件）

NPO法人に
関する相談

31%
（4,572件）

団体運営に
関する相談

24%
（3,572件）

ボランティア活動に
関する相談

３%
（514件）

社会貢献
５%

（781件）

【図３ 相談内容の内訳】
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と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
、
話
題
が
次
々
と

変
わ
り
な
が
ら
相
談
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
、
目
の
前
に
あ
る
相
談

内
容
の
背
景
に
、
団
体
と
、
そ
こ
に
関
わ

る
人
た
ち
の
疲
弊
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。「
会
議
を
し
た
い
の
に
、
妨

害
さ
れ
て
話
し
合
え
な
い
」「
熱
が
入
り
す

ぎ
て
、
メ
ン
バ
ー
間
で
過
激
で
攻
撃
的
な

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
話
し
合
い
が
成
り
立

た
ず
、
一
緒
に
や
っ
て
い
く
の
は
も
う
難

し
い
」「
な
ん
と
か
続
け
た
か
っ
た
け
ど
、

内
部
の
調
整
で
、
疲
れ
て
し
ま
っ
た
」
な

ど
の
声
か
ら
は
、
活
動
へ
の
熱
意
は
持
ち

つ
つ
も
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
長
期
間
に
わ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
で
き
な
い
状

況
や
、
対
面
で
集
合
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が

減
っ
た
こ
と
の
影
響
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ

に
関
連
し
て
、
法
人
の
「
解
散
」
に
関
す

る
相
談
も
前
年
度
同
様
、
約
50
件
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
こ
れ
ら
の
相
談
に
対
し

て
、
着
地
点
を
一
緒
に
探
る
べ
く
伴
走
し

な
が
ら
、
会
則
や
定
款
な
ど
、
運
営
の
ル
ー

ル
に
照
ら
し
て
状
況
を
整
理
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
複
雑
な
相
談
が
多

い
で
す
が
、
多
様
な
選
択
肢
を
も
っ
て
団

体
や
活
動
の
「
今
後
」
を
見
つ
け
出
す
一

助
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
必
要
に
応
じ
て
法
務
相
談
な
ど
の
専

門
相
談
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

◇ 

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

相
談

　

２
０
２
１
年
度
も
、
多
く
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
１
２
７
５

件
の
相
談
の
中
に
は
、
新
た
な
テ
ー
マ
で

Ｓ
Ｈ
Ｇ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
相
談
も

あ
り
、
近
年
、
当
事
者
団
体
・
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の

認
知
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
同
様
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
も
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
居
場
所
活
動
」

が
中
止
に
な
っ
た
地
域
に
出
向
い
て
「
出

張
居
場
所
」
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
、
閉
塞

感
漂
う
日
々
に
少
し
で
も
楽
し
み
を
見
出

せ
る
よ
う
に
と
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
内
に
「
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ
、

特
定
の
メ
ン
バ
ー
に
負
担
が
偏
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
複
数
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
が
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
形
に
変
更
し

た
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
厳
し
い
状
況
下
で
も

な
ん
と
か
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
を
続
け

て
い
こ
う
と
奮
闘
す
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
環
境
は
引
き
続
き
Ｓ
Ｈ

Ｇ
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
「
会
場
へ
の
名

簿
提
出
が
必
須
に
な
り
、
今
ま
で
匿
名
で

参
加
で
き
て
い
た
性
暴
力
被
害
者
の
集
ま

り
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
引

き
続
き
届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

Ｓ
Ｈ
Ｇ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
「
身
近
な
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
全
く
な
く
な
っ
た
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
以
上
に
Ｓ
Ｈ

Ｇ
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
持
ち
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に

他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
同
様
、
多
数
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か
ら
、

活
動
休
止
、
解
散
、
団
体
の
分
裂
な
ど
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。
従
前

よ
り
Ｓ
Ｈ
Ｇ
運
営
者
か
ら
「
自
分
の
気
持

ち
を
吐
露
で
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
で
い
ろ
ん
な
つ
な
が
り
が
断
た
れ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
気
持
ち
を
吐
き
出
す
場
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、「
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
一
人
で
や
っ
て
き
て
、
燃
え
尽
き
て

し
ま
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
を
や
っ
て
も
、
大

変
な
だ
け
」「
仲
間
に
吐
露
す
る
と
、『
続

け
て
』
と
説
得
さ
れ
る
か
ら
話
せ
な
い
」

な
ど
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
限
界
を
迎
え

て
し
ま
っ
た
Ｓ
Ｈ
Ｇ
運
営
者
が
多
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か

ら
の
多
様
な
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

よ
り
一
層
Ｓ
Ｈ
Ｇ
運
営
者
同
士
の
つ
な
が

り
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
外
部

研
修
へ
の
参
加
や
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
施
、
定
期
的
な
勉
強
会
の
開
催
、
他
機

関
相
談
担
当
者
と
の
情
報
交
換
な
ど
を
通

し
て
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
後
も
相
談
内
容
の
傾
向
か

ら
団
体
の
抱
え
る
課
題
や
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
市
民
活
動
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
を
読
み
取
り
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー

事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

�

（
相
談
担
当
専
門
員　

森
玲
子
）

東京ボランティア・市民活動センターの相談
東京ボランティア・市民活動センターでは、NPO、ボランティ
アグループからの設立・運営などのご相談をお受けしています。
� 電話：03 - 3235 - 1171（予約優先）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｄ
Ｕ
・
雫て
き

穿せ
ん

大
学（
以

下
、雫
穿
大
学
）は
、「
そ
の
人
自
身
の
関

心
か
ら
学
び
、自
分
と
し
て
の『
生
き
方
』

『
働
き
方
』を
模
索
で
き
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
大
学
」。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、「
18
歳

以
上
の
大
人
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｄ
Ｕ
は
、

T
ekisen D

em
ocratic U

niversity

の

頭
文
字
。
代
表
の
朝
倉
景
樹
さ
ん
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
ス

タ
ー
ト
し
、現
在
、雫
穿
大
学
で
は
現
地

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育
に
つ
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
徴

や
現
在
の
状
況
、日
本
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、朝
倉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

＊
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
用
語
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
参
照

■

学
び
は
子
ど
も
自
身
が
決
め
る

―
―
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育
と
は
？

学
ぶ
人
そ
の
も
の
が
主
役
と
い
う
考
え

方
で
、い
つ
、何
を
、ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の

か
、子
ど
も
自
身
が
決
め
る
学
び
の
あ
り

方
が
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育
で
す
。
こ

の
言
葉
が
世
界
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
20
世
紀
末（
１
９
９
０
年
代
）で
す

が
、考
え
方
は
20
世
紀
初
め
頃
か
ら
あ
り
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
高
ま
り
ま
し
た
。

19
世
紀
後
半
は
帝
国
主
義
で
、資
本
主
義

列
強
で
は
国
家
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に
国

民
の
教
育
レ
ベ
ル
を
一
定
の
水
準
ま
で
上

げ
よ
う
と
い
う
動
き
が
高
ま
る
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
考
え
方
に
学
者
・
教
育
者
た
ち

が
疑
問
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

文
明
が
進
み
、人
権
の
保
障
な
ど
、明

る
い
未
来
が
見
え
る
兆
し
が
あ
っ
た
の
に
、

第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、人
間
が
歯
車
の

よ
う
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
戦
場
の
歯
車
に
す
る
た
め
に
教

育
を
施
し
た
の
か
と
い
う
猛
省
か
ら
、子

ど
も
を
主
役
と
し
た
教
育
を
す
べ
き
、と

い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
、１
９
２
１
年
に

「
自
由
な
学
校
」と
言
わ
れ
る
サ
マ
ー
ヒ

ル
・
ス
ク
ー
ル
が
誕
生
し
ま
す
。

■

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

特
徴
と
現
状

―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ

テ
ィ
ッ
ク
教
育
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
始

ま
り
は
？

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ソ
連
の
一
部
だ
っ
た
時

代
、教
育
は
国
に
貢
献
す
る
人
材
を
つ
く

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

政
権
時
代
、ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
よ
り
改

革
の
機
運
が
高
ま
り
、ソ
連
で
初
め
て
私

ストークファミリースクールの子どもたちが IDEC で伝統的なダンスを披露しているところ。（写真提供：NPO法人 TDU・雫穿大学）

本誌編集委員（P25 参照）の視点や問題意識をもとに、編集部と一緒につくるページです。

ウクライナのフリースクールと
デモクラティック教育

TDU・雫穿大学 社会学ゼミ
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立
学
校
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

１
９
９
０
年
に
設
立
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ス
ト
ー
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
。
同

校
が
子
ど
も
主
体
の
学
び
を
試
行
錯
誤
す

る
な
か
、１
９
９
１
年
に
ソ
連
が
崩
壊
し

ま
す
。

私
が
最
初
に
同
校
を
訪
れ
た
の
は

１
９
９
８
年
。
当
時
、社
会
は
混
乱
し
て

い
て
、人
び
と
は
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
、通
り
の
両
脇

に
み
か
ん
箱
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
木
箱
が
並

び
、そ
こ
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
、お
年

寄
り
が
雑
貨
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
働
け

な
い
年
配
の
人
た
ち
が
、も
の
を
手
に
入

れ
て
は
路
上
で
売
っ
て
い
た
の
で
す
。
１

日
に
複
数
回
、停
電
も
あ
り
、「
夜
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
」と
よ

く
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、ス
ト
ー
ク
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は「
自
由
と
は
何
か
」

と
い
う
議
論
を
大
人
も
子
ど
も
も
さ
か
ん

に
し
て
い
ま
し
た
。
自
由
を
手
に
し
た
け

れ
ど
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

２
０
１
４
年
に
は
マ
イ
ダ
ン
革
命
が
起

こ
り
、政
権
が
交
代
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
人
び
と
は
、市
民
が
社
会
を
変
え
ら
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
当
時
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
は
、性
別
に
よ
る
役
割
分
業
が
あ

り
、子
育
て
を
担
っ
て
い
た
の
は
母
親
た

ち
。
彼
女
た
ち
は
、ソ
連
の
崩
壊
や
革
命

を
経
験
し
て
、子
ど
も
を
め
ぐ
る
環
境
を

自
分
た
ち
が
変
え
ら
れ
る
と
考
え
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
つ
く
り
、子
ど
も
主
体

の
学
び
で
あ
る
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育

を
始
め
た
の
で
す
。

統
計
が
な
い
の
で
正
確
な
数
は
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
、現
在
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

は
４
０
０
～
５
０
０
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
あ
り
、そ
の
う
ち
の
３
０
０
が
キ
ー
ウ

と
そ
の
周
辺
に
あ
り
、創
設
者
の
９
割
近

く
が
女
性
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、学
校
に
通
わ
ず
に

家
庭
を
拠
点
と
し
て
学
ぶ「
ホ
ー
ム
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が
法
律
上
、認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ほ
と

ん
ど
は
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
、「
学
校
」が
合
わ
な

い
と
い
う
子
ど
も
と
、ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
希
望
し
て
入
学
す
る
子
ど
も
と

が
い
ま
す
。
国
が
定
め
た
試
験
を
受
け
れ

ば
進
学
も
可
能
で
す
。

―
―
朝
倉
さ
ん
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

の
関
わ
り
、そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
交

流
の
き
っ
か
け
は
？

私
は
、学
生
時
代
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
転
校
が
多
く
て
苦
労
し
た

こ
と
や
、い
と
こ
が
不
登
校
に
な
っ
た
こ

と
、ま
た
、留
学
先
の
イ
ギ
リ
ス
で
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
が「
自
分
の
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
か
ら
、こ
こ
に
い
る
ん
だ
」

と
言
う
の
を
聞
い
て
関
心
を
持
ち
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
活
動
し
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
後
も
、研
究
を

し
な
が
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ

を
す
る
と
い
う
2
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
、

１
９
９
９
年
に
新
し
い
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

大
学
を
開
設
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
関
係
は
、１
９
９
７

年
に
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
し
た
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

（
国
際
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育
大
会
）に

参
加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
94

年
に
、ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
調

査
で
知
り
合
っ
た
方
に
誘
わ
れ
た
の
が
参

加
の
き
っ
か
け
で
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
で
知
り

合
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
か
ら
、「
翌

年
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
開
催
す
る
」と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
９
８
９

年
の
東
欧
革
命
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
な

ど
を
経
て
、東
欧
で
も
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
で
き
始
め
た
頃
で
し
た
。

―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
日
本
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
違
い
は
？

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
母
親
た
ち
の
声
を

も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
共
通
し
て
い
ま
す
が
、社
会
の

見
方
と
し
て
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
子
ど

ストークファミリースクールのロゴ。
ストークは、日本語でコウノトリの意。

雫穿大学に飾られているストークファミリースクールの子どもの作品
や寄贈の記念品など。
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も
主
体
の
学
び
の
場
、日
本
で
は
不
登
校

の
受
け
皿
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、不
登
校
の
子
ど
も
は
弱
い
子

と
か
デ
リ
ケ
ー
ト
な
子
だ
と
見
ら
れ
、し

お
ら
し
く
し
て
い
な
い
と
避
難
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、東
京
シ
ュ
ー
レ

の
ス
タ
ッ
フ
を
経
験
し
ま
し
た
が
、子
ど

も
が
活
発
に
活
動
す
る
と
、「
そ
ん
な
に

元
気
な
ら
学
校
に
戻
れ
」と
社
会
か
ら
ク

レ
ー
ム
を
受
け
ま
し
た
。
元
気
の
な
い
か

わ
い
そ
う
な
子
が
い
る
な
ら
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
存
在
を
認
め
る
と
い
う
わ
け
で

す
。そ

し
て
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
創

始
者
に
母
親
が
多
い
た
め
、生
徒
の
母
親

の
想
い
や
要
望
に
耳
を
傾
け
、必
要
に
応

じ
て
変
え
て
い
く
柔
軟
さ
が
あ
り
ま
す
。

―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
現
状
に
つ
い
て

現
在
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
関
係
者

１
０
０
人
ほ
ど
と
や
り
と
り
を
し
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
り
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て

は
国
内
避
難
者
の
支
援
拠
点
と
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、炊
き
出
し

や
寝
る
場
所
を
提
供
し
た
り
、私
た
ち
か

ら
の
も
の
を
含
む
世
界
か
ら
の
寄
付
で
服

や
医
薬
品
を
買
っ
て
、そ
れ
を
必
要
な
人

に
渡
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
関

係
者
た
ち
は
、自
分
た
ち
の
今
の
体
験
を

発
信
し
、多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
報
道
さ

れ
づ
ら
い
事
柄
も
あ
る
た
め
、私
た
ち
は

小
さ
な
窓
口
で
あ
っ
て
も
開
い
て
お
き
、

現
地
の
声
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■

日
本
で
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
教
育

を
考
え
る

―
―
他
国
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
徴

は
？た

と
え
ば
、韓
国
で
は
、最
初
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
で
き
た
の
が
１
９
９
０
年
代
。

日
本
よ
り
歴
史
は
浅
い
の
で
す
が
、息
苦

し
い
学
歴
社
会
の
中
で
、市
民
が
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
つ
く
り
は
じ
め
、
現
在
は

１
０
０
校
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
国
の
定
め

る
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
国
か

ら
お
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
審
査
に

は
市
民
が
入
り
ま
す
。
ソ
ウ
ル
で
は
、フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
一
般
の
学
校
の
生
徒
が

１
年
間
、内
地
留
学
で
き
、そ
れ
が
単
位

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、一
部

の
大
学
で
は
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
ホ
ー

ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
自
由
な
学
び
を

し
て
き
た
人
の
受
験
枠
を
も
う
け
て
い
ま

す
。
日
本
と
韓
国
と
は
法
制
度
が
似
て
い

る
た
め
、参
考
に
な
る
の
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
学
習
指
導
要
領
は

一
つ
し
か
な
い
の
で
す
が
、義
務
教
育
期

間
中
で
あ
れ
ば
、い
つ
何
を
学
ぶ
か
は
個

人
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、日
本
で
は
小
学
１
年
生
で
学
ぶ
漢
字

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

な
ら
そ
れ
を
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
学
ん

で
も
い
い
の
で
す
。

ま
た
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
国
の

財
政
破
綻
を
き
っ
か
け
に
教
育
改
革
を

し
、ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
認
め

て
、
教
育
費
の
一
部
を
ホ
ー
ム
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
地
域
の
図
書
館
で
日
中
過
ご
す
こ
と

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、子

ど
も
が
学
校
へ
行
か
ず
に
図
書
館
や
児
童

館
で
日
中
を
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が
で
き
ず
に
家
で

お
子
さ
ん
を
み
て
い
る
親
御
さ
ん
も
い
ま

す
。日

本
で
も
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
議
論

は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
は
変
え
る

こ
と
に
前
向
き
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

逆
に
、
子
ど
も
主
体
の
学
び
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
活

動
の
指
導
や
先
生
数
の
減
少
な
ど
の
負
担

に
よ
り
心
身
に
不
調
を
き
た
し
、先
生
が

不
登
校
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
て
、

そ
の
ご
相
談
に
乗
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
雫
穿
大
学
が
め
ざ
し
て
い
る
こ
と

は
？雫

穿
大
学
の
建
物
の
名
前
は「
東
京
Ｄ

Ｅ
Ｗ
」で
す
。
こ
れ
は
、デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
ワ
ー
キ
ン
グ
、

の
頭
文
字
。
私
た
ち
は
、自
分
と
相
手
を

尊
重
す
る
の
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
だ
と
考
え

て
い
て
、そ
れ
は
学
ぶ
こ
と
も
働
く
こ
と

も
同
じ
だ
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
建
物
を
共
有
し
て
い
る
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
で
は「
協
同
労
働
」と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、協
同
労
働
は
デ
モ

ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
キ
ン
グ
と
同
じ
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
雫
穿
大
学
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
き
、不
登
校
の
お
子
さ
ん
や
親
御
さ
ん

と
と
も
に
ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
て
、ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
方
々

に
は
、私
た
ち
と
一
緒
に
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
教
育
を
経
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
学

び
働
く
と
い
う
生
き
方
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

TDU・
雫穿大学
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ひとこと用語解説
＊本文に必要な解説を最小限にまとめています。

オルタナティブ
「主流なものに代わる新しい選択肢」「代替案」を意味する形容詞。「オ
ルタナティブスクール」と言う時は、現在の公教育とは異なる教育
理念や方針によって運営している学校を総称することが多い。

フリースクール
学校に代わる学びの場。フリースクールの概念は多義的だが、デモ
クラティック教育をベースに豊かな学びをめざすフリースクールが世
界で展開されている。

デモクラティック教育
学習者が主体として尊重され、安心・安全な場で学ぶこと。学ぶ内
容や学ぶ場のルールは学習者自身が決める、ということも含まれる。

サマーヒル・スクール
1921 年、A.S. ニールによりドイツで創立され、翌年、イギリスに移転。
子どもの自由と学校の民主的な運営を特徴とする。世界初のフリー
スクールと言われる。

ペレストロイカ
ソ連のゴルバチョフ政権が掲げ、1986 年以降に進めた改革。「再編」

「立て直し」の意。ソ連の崩壊へとつながった要因の一つとされる。

ストークファミリースクール
1990 年設立。ウクライナのフリースクール運動の草分け。1999 年

にユネスコスクール（ユネスコの理想を実現する、平和や国際的な
連携を実践する学校）として認定される。

マイダン革命
首都キーウにある「独立広場（マイダン）」を中心に行われた民衆
運動。親欧米派と親ロシア派が対立し、前者の政権が誕生した。そ
の後、ウクライナでは民主化が進む。

ホームエデュケーション
家で学習を進める教育スタイルのこと。

IＤＥＣ（国際デモクラティック教育大会）
フリースクールやデモクラティック教育など、自由な学びを実践した
り、関心のある人びとが集い、交流したり、経験を共有する場。毎
年 1 回、開催されている。

東京シューレ
フリースクールの運営を中心に、不登校の子どもとその親への支援
活動を行う NPO 法人。1985 年設立。

ワーカーズコープ
働く人びとや市民がみんなで出資し、経営にみんなで参加し民主的
に事業を運営し、責任を分かち合って、人と地域に役立つ仕事を自
分たちでつくる協同組合。（日本労働者協同組合〈ワーカーズコープ〉
連合会センター事業団のホームページより）。

TDU・雫穿大学では、ウクライナにおいて国内避難者の支援を行っているストークファミリースクールを
含む２つのフリースクールへの支援金を募っています。支援金については、２校に直接送金し、おもに避
難者の生活や医療に必要な支援に充てられています。

■支援金として寄付する
［ご寄付受付口座］

興産信用金庫 新宿支店 金融機関コード 1305 店番 033
口座番号 0321280
口座名義 ジブンラシクイキルコトヲアキラメナイ
( 自分らしく生きることをあきらめない基金 )

■画像購入で支援する
ストークファミリースクールの子どもたちが描いたイラストを画像データにして販売しており、売り
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武
蔵
野
市
民
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

市
民
社
協
）で
は
、市
民
の
参
加
と
協
力

に
よ
っ
て
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
地
域
で
住
民
同
士
が
進
め
る
支
え

合
い
の
活
動
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど「
住
民
が
主
体
的

に
参
加
で
き
る
」活
動
の
支
援
や
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、「
さ

さ
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、災
害
時
に
は
地
域
で
の

被
災
者
支
援
を
行
う
役
割
を
担
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、災
害
時
に
向
け
た
取
り
組

み
も
日
常
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　■
災
害
時
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
担
う

市
民
社
協
の
災
害
時
の
活
動
の
中
核
と

な
る
の
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、セ
ン
タ
ー
）の
運
営
で
す
。
市
民

社
協
で
は
２
０
０
６
年
よ
り
セ
ン
タ
ー

の
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、市
民
社

協
職
員
の
他
に
国
際
交
流
協
会
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、青
年
会

議
所
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

市
内
の
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

な
ど
様
々
な
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

り
組
み
を
振
り
返
り
、そ
の
大
切
さ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
も
、
基
本
方
針
の「
２　

支
援
や

配
慮
が
必
要
な
方
々
に
寄
り
添
い
、『
い

の
ち
』と『
く
ら
し
』を
、み
ん
な
で
支
え

ま
す
」や「
３　

支
援
者
は
情
報
を
交
換

し
、そ
し
て
、と
も
に
支
援
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
」に
関
わ
る
も
の
で
す
。
今
年

１
月
に
実
施
し
た
訓
練
の
際
に
も
東
京
憲

章
を
学
ぶ
時
間
を
つ
く
り
、参
加
者
全
員

で
共
有
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
憲

章
の
も
と
、災
害
時
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊�

地
域
住
民
に
福
祉
へ
の

関
心
や
理
解
を
広
げ
、隣

近
所
で
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
互
い
に

助
け
合
え
る
よ
う
な
関

係
づ
く
り
を
し
て
い
く

た
め
の
住
民
組
織
。

連載
Vol.3

■

災
害
時
に
向
け
た
地
域
の
活
動
と 

「災
害
時
の
た
め
の
市
民
協
働
　
東
京
憲
章
」 

　
　
　
　
　
三
藤 

和
寛
（武
蔵
野
市
民
社
会
福
祉
協
議
会
）

災
害
時
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
と
一
緒
に
セ

ン
タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、訓
練
の
際
も
参
加
団
体
の
皆
さ
ん
は

市
民
社
協
と
同
じ「
運
営
ス
タ
ッ
フ
」側

で
参
加
し
ま
す
。
経
験
や
立
場
も
関
係
な

く
対
等
に
意
見
や
改
善
策
を
出
し
合
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、自
然
に
協
力
し
合
う
関

係
性
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　■
多
様
な
人
た
ち
の
声
を

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
活
か
す

更
に
、こ
の
訓
練
に
は
地
域
社
協（
＊
）や

防
災
推
進
員
、
自
主
防
災
組
織
・
避
難
所

運
営
組
織
な
ど
の
災
害
時
に
地
域
で
被
災

者
支
援
に
関
わ
る
方
々
も「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
役
」と
し
て
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
参
加
す
る
こ
と
で
セ
ン
タ
ー
を
知
っ

て
も
ら
い
、支
援
が
必
要
な
被
災
者
を
セ

ン
タ
ー
に
繋
げ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

ま
た
、近
年
で
は
聴
覚
障
害
者
や
外
国

人
も
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
よ
り
配
慮
が
必
要
な
人
た
ち
も
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、運
営

に
関
す
る
意
見
・
改
善
点
を
も
ら
う
こ
と

で
、セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
ス
キ
ル

の
向
上
や
、セ
ン
タ
ー
内
の
案
内
表
示
や

使
用
す
る
書
類
な
ど
に「
や
さ
し
い
日
本

語
」を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

■
訓
練
の
場
だ
け
で
は
な
く
、

　
日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ
る

現
在
使
用
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
こ
れ
ら
の
団
体
と
一
緒
に

策
定
し
て
い
ま
す
。
目
指
す
の
は「
初
め

て
読
ん
だ
人
で
も
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の

こ
と
が
わ
か
り
、一
緒
に
活
動
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
」で
す
。
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
セ
ン
タ
ー
運
営
を
想
定
し
た
改
訂
作

業
も
行
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と

一
緒
に
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
か
ら
こ
そ
、

わ
か
り
や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

今
後
も
随
時
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

ま
た
、お
互
い
が
顔
を
合
わ
せ
、つ
な

が
れ
る
場
と
し
て
被
災
者
支
援
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
や
さ
し
い
日
本
語
を
学
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

■
市
民
社
協
と
東
京
憲
章

市
民
社
協
で
は
東
京
憲
章
の
策
定
ワ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、内
容
を
検
討
し
て

い
く
中
で
改
め
て「
多
様
性
」と「
平
時
か

ら
の
取
り
組
み
」の
大
切
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、武
蔵
野
市
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
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「
川
柳
の
選
者
、
う
ち
が
や
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ

ア
大だ
い

樂が
く

の
方
が
く
だ
さ
っ
た
の
が

『
１
０
１
０
』と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

だ
っ
た
。
読
み
方
は
「
せ
ん
と
う
」
で
、

東
京
都
浴
場
組
合
（
東
京
都
公
衆
浴
場

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）
が
発
行
し
て

い
た
（
現
在
は
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
０
１
０
」

に
移
行
）。

　

そ
れ
を
機
に
『
ぶ
ら
り
湯
め
ぐ
り

マ
ッ
プ
』
の
存
在
を
知
り
、購
入
し
た
。

東
京
の
全
銭
湯
が
マ
ッ
プ
付
き
で
掲
載

さ
れ
て
い
て
、
付
録
と
し
て
「
銭
湯
お

遍
路
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ノ
ー
ト
」
が
つ
い

て
お
り
、
88
か
所
の
銭
湯
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
認
定
証
が
も
ら
え
る
の

だ
。
こ
れ
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
立
っ

た
。

　

銭
湯
と
い
っ
て
も
、
富
士
山
の
壁
画

が
残
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
銭
湯
も
あ

れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
と
見
紛
う
美
し

い
銭
湯
も
あ
り
、
ま
た
、
ラ
イ
ブ
を
開

催
す
る
な
ど
湯
に
浸
か
る
以
外
の
仕
掛

け
を
展
開
し
て
い
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
、
う
た
い
文
句
を
つ
け
る

な
ら
「
百
風
呂
百
色
（
も
も
い
ろ
）」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
私
に
と
っ

て
、
銭
湯
は
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
と

な
っ
た
。

　

数
年
か
け
て
88
か
所
の
〝
巡
礼
〟
は

果
た
し
た
。
が
、
後
半
は
連
れ
風
呂
仲

湯に浸かりて見えしもの湯に浸かりて見えしもの

vol.22

間
が
い
な
か
っ
た
ら
断
念
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
行
っ
た
ら
廃
業
し
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
が
３
回
あ
っ
た
。
私
が
行
っ

た
銭
湯
は
90
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち
の
３

軒
が
閉
じ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

残
念
な
が
ら
廃
業
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
と

感
じ
る
。

　　

海
外
で
も
私
は
、
風
呂
的
な
場
が
あ

れ
ば
足
を
の
ば
す
。
タ
イ
の
山
岳
地
帯

で
の
川
浴
や
、
客
の
背
中
を
流
す
〝
三

助
〟
が
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島

の
温
泉
、
現
地
の
人
で
賑
わ
う
ラ
オ
ス

の
ハ
ー
ブ
サ
ウ
ナ
な
ど
、
ど
れ
も
印
象

深
い
。

　

誰
と
も
交
流
で
き
ず
に
入
湯
し
た
の

は
、
台
湾
の
北
投
温
泉
。
水
着
が
な
く

て
公
衆
浴
場
が
利
用
で
き
ず
、
ホ
テ
ル

の
日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
た
ら
終
始
独

り
ぼ
っ
ち
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
帰
途
の

車
中
で
、こ
の
温
泉
の
歴
史
を
知
っ
た
。

こ
こ
は
ド
イ
ツ
人
が
発
見
し
、
大
阪
商

人
が
温
泉
旅
館
を
ひ
ら
い
た
の
が
最
初

で
、
日
本
統
治
下
で
発
展
し
た
の
だ
そ

う
だ
。

　

複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア

諸
国
に
は
戦
争
の
爪
痕
が
残
る
場
が
少

な
く
な
い
が
、
北
投
温
泉
は
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
負
の
遺
産
と
し

て
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
創
業
者

の
大
阪
商
人
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
当
時
の
地
元
の
人
が
利
用

で
き
た
か
な
ど
の
情
報
は
出
て
こ
な

い
。

　

北
投
温
泉
を
調
べ
る
過
程
で
、『
戦

争
と
バ
ス
タ
オ
ル
』
と
い
う
本
に
行
き

つ
い
た
。
帯
に
は
「
タ
イ
、
沖
縄
、
韓

国
、
寒
川
（
神
奈
川
）、
大
久
野
島
（
広

島
）

―　
あ
の
戦
争
で
『
加
害
』
と

『
被
害
』
の
交
差
点
と
な
っ
た
温
泉
や

銭
湯
を
各
地
に
訪
ね
た
二
人
旅
。」「
至

福
の
時
間
が
流
れ
る
癒
し
の
む
こ
う
側

に
は
、
し
か
し
、
か
つ
て
日
本
が
遺
し

た
戦
争
の
爪
痕
と
多
く
の
人
が
苦
し
ん

だ
過
酷
な
歴
史
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。」

と
あ
る
。

　

著
者
で
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
、
湯
の
先
に
あ
る

戦
争
の
背
景
を
見
つ
め
て
書
い
た
本

だ
。
出
会
っ
た
人
と
語
り
、
笑
っ
た
り

憤
っ
た
り
す
る
二
人
と
と
も
に
風
呂
旅

を
し
て
い
る
感
覚
で
読
了
し
た
。私
は
、

北
投
温
泉
で
感
じ
た
モ
ヤ
モ
ヤ
か
ら
本

書
と
出
会
っ
た
。
こ
れ
か
ら
銭
湯
や
温

泉
に
浸
か
る
際
に
は
、〝
湯
が
背
負
う

も
の
〟に
も
想
い
を
馳
せ
た
い
と
思
う
。

�

（
秋
池
智
子
）

＊当センタースタッフによるコラム

『戦争とバスタオル』 安田浩一（文）　金井
真紀（文・絵）／亜紀書房（2021 年）
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非正規雇用、シングル女性として
生きるということ

セルフヘルプ
という力㉛
当事者の歩み編

篠田さん

正
社
員
と
非
正
規

　

も
と
も
と
、
正
社
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
待
遇
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
は
若
さ
も
あ
っ
て
、
安
定
よ
り
も
自

分
が
や
り
た
い
仕
事
を
し
た
い
と
、
３
年

目
で
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
現

在
の
仕
事
に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
非
正

規
雇
用
で
働
い
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね

て
い
く
と
、
人
生
設
計
や
お
金
の
こ
と
を

ど
う
し
よ
う
か
、
と
い
う
問
題
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
数
年
前
、
当
時
の
上
司

と
折
り
合
い
が
悪
く
（
パ
ワ
ハ
ラ
も
受
け

て
い
た
）、
そ
う
い
う
と
き
に
非
正
規
と

い
う
立
場
が
も
の
す
ご
く
不
利
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
20
年
近
く
、
き

ち
ん
と
働
い
て
い
る
の
に
、
評
価
が
得
ら

れ
な
い
と
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

非
正
規
雇
用
に
つ
い
て
は
、
履
歴
書
を

書
く
と
き
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
つ
く

る
と
き
な
ど
に
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
婚
活
を
し
て
い
た
時
期
に
、

結
婚
相
談
所
の
方
か
ら
、「
非
正
規
な

の
？
」
と
聞
か
れ
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
記

入
の
仕
方
に
つ
い
て
変
え
た
方
が
よ
い
、

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
職
場
で
は
、
勤
続

年
数
に
対
し
て
と
く
に
評
価
が
な
か
っ
た

り
、
保
障
が
な
い
と
こ
ろ
が
理
不
尽
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
他
の
正
社
員
よ
り
よ
い

業
績
を
上
げ
て
も
、「
そ
う
か
、
良
い
結

果
が
出
た
ね
」
ぐ
ら
い
で
す
。

　

と
は
言
え
、
正
社
員
に
な
っ
た
と
き
に

負
う
責
任
、
お
給
料
が
あ
が
っ
て
も
す
ご

く
仕
事
量
が
増
え
る
の
で
、
賃
金
に
見
合

う
の
か
な
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
一
度
も
正
社
員
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、「（
正
社
員
に
）
な
ら
な
き
ゃ
」

と
い
う
焦
り
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
最
初
に
勤
め
た
正
社
員
3
年
間
が
す

ご
く
つ
ら
か
っ
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
自
由
に
な
っ
た
喜
び
が
あ
り
ま
し

た
。
で
す
の
で
、
現
在
は
正
規
雇
用
に
な

る
と
い
う
よ
り
は
、
生
き
て
い
く
た
め
の

お
金
に
対
す
る
不
安
の
方
が
大
き
い
で
す

ね
。

職
場
の
同
僚
や
友
人
と
も

違
う
仲
間
に
出
会
っ
て

　

趣
味
の
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
こ
で
既
婚
者
の
方
々
と
お

話
し
す
る
と
き
に
、「
こ
の
人
シ
ン
グ
ル

な
ん
だ
」
と
い
う
目
線
を
向
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
趣
味
の
集
ま
り
な
の
で
、

そ
の
話
題
で
仲
良
く
な
り
た
い
の
で
す

が
、
境
遇
が
違
う
と
、「
あ
あ
、
そ
う
そ

う
独
身
だ
も
ん
ね
。
い
い
ね
、
自
由
で
」

と
か
「
お
子
さ
ん
い
な
い
ん
だ
よ
ね
」
の

よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
は
仲
良
く
な
り
た
い
の
に
、
相
手
か

ら
「
あ
な
た
は
違
う
の
ね
」
と
い
う
雰
囲

気
に
な
っ
た
時
は
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
く
な

り
ま
す
ね
。

　

あ
と
、
結
婚
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ょ
っ
と
面
倒
な
対
応
を
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ン

グ
ル
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、「
ま
だ

（
結
婚
や
出
産
が
）
い
け
る
で
し
ょ
」
と
。

そ
れ
は
気
遣
い
で
も
、
ほ
め
言
葉
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
性
別
を
問
わ
ず
、「
女
性
は

こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
固
定
観
念
が
強

い
方
が
結
構
い
ま
す
。
結
婚
し
て
い
る
人

に
な
ん
で
結
婚
し
た
の
？
と
聞
か
な
い
の

に
シ
ン
グ
ル
に
は
な
ん
で
結
婚
し
な
い

の
？
と
聞
く
の
で
す
。
不
思
議
で
す
。
聞

か
れ
た
く
な
い
こ
と
を
相
手
に
言
わ
せ
な

い
よ
う
に
話
を
さ
り
げ
な
く
変
え
た
り
、

う
ま
く
か
わ
し
た
り
な
ど
、
自
分
で
避
け

る
術
は
身
に
つ
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

数
年
前
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横

浜
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

知
り
、
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
帰
り

に
、
35
歳
以
上
の
非
正
規
シ
ン
グ
ル
女
性

を
対
象
に
し
た
、「
し
ご
と
と
く
ら
し
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
講
座
」
の
チ
ラ
シ
を
見
つ

け
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

講
座
内
容
は
、
非
正
規
シ
ン
グ
ル
女
性

人生には、予期しないことや、自
分で選ぶことができない状況・出
来事に直面することがあります。
私たち一人ひとりが、自分の人生
における「当事者」です。「当事
者の歩み編」では、さまざまな経
験や状況を生きる方々にお話をう
かがいます。
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り
、
人
生
で
必
要
な
お
金
の
使
い
方
や
、

人
と
の
つ
き
あ
い
方
な
ど
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
と
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

親
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
と
か
、
出
産
の
こ

と
と
か
、
学
校
の
勉
強
以
外
に
、
早
い
う

ち
か
ら
知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
か
っ
た
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
職

場
で
、
不
満
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
言
え

そ
う
で
な
か
な
か
言
え
ず
に
、
自
分
の
中

に
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ

ね
。
自
由
に
話
し
合
え
る
場
が
も
っ
と

あ
っ
て
も
よ
い
し
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し

て
変
え
て
い
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
、
と

も
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
職
場
で
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
上
司
が
い
な
く
な
り
、
だ
い

ぶ
楽
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
を

受
け
て
い
た
時
期
は
も
う
何
を
す
る
に
も

嫌
で
、
と
て
も
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。
市

や
県
に
あ
る
複
数
の
場
所
に
相
談
し
た

り
、
ど
う
に
か
解
決
し
よ
う
と
模
索
し
て

い
ま
し
た
。
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

あ
る
の
で
、
迷
っ
た
と
き
は
調
べ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
で
も
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ

け
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、

臆
せ
ず
、
助
け
に
な
る
場
所
に
相
談
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
場
所
で
一

つ
の
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
複
数
の

場
所
に
相
談
し
て
考
え
る
こ
と
も
大
事
で

す
ね
。
一
か
所
で
何
か
言
わ
れ
た
と
き
、

に
と
っ
て
の
健
康
や
仕
事
、
住
ま
い
、
生

活
設
計
と
お
金
の
使
い
方
な
ど
、
今
後
暮

ら
し
て
い
く
上
で
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な

ど
の
話
で
し
た
。
一
年
を
通
じ
て
開
講
さ

れ
た
の
で
す
が
、
参
加
者
で
話
し
合
っ
た

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
時
間
が
あ

り
、
何
人
か
と
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

講
座
が
終
わ
っ
て
か
ら
、一
年
間
、フ
ォ
ー

ラ
ム
の
会
議
室
を
無
料
で
借
り
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
数
人
に
声
を
か
け
て
一
度
集

ま
り
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
み
ん
な

で
話
し
た
り
分
か
ち
合
え
る
場
が
あ
る
と

い
い
よ
ね
、
と
声
が
あ
が
り
、
じ
ゃ
あ
来

月
も
や
ろ
う
か
、
と
続
い
て
い
く
う
ち
に
、

現
在
の
「
に
ょ
き
に
ょ
き
会
」
の
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
こ
と
、
住
む
家
の
こ
と
、
今
後

の
人
生
な
ど
に
悩
ん
で
い
る
と
き
、
友
人

に
相
談
す
る
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
。

働
き
方
や
生
活
の
仕
方
が
、
ま
っ
た
く
同

じ
で
は
な
い
に
し
て
も
、
メ
ン
バ
ー
と
は

悩
み
に
対
し
て
の
向
き
合
い
方
が
似
て
い

た
り
、
分
か
ち
合
え
る
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
同
僚
に
は
話

せ
な
い
こ
と
を
共
有
で
き
る
の
も
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
は
来
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
義
務
も
な
い
で

す
し
、
お
互
い
深
入
り
し
す
ぎ
な
か
っ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
る
こ
と
も
で
き
た
り
、

そ
う
い
う
距
離
感
が
ち
ょ
う
ど
い
い
で

す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
す
る

　

非
正
規
と
い
う
働
き
方
に
は
、
副
業
が

し
や
す
か
っ
た
り
、
自
分
の
た
め
に
時
間

と
お
金
を
使
い
や
す
く
な
る
と
い
う
面
も

あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
く
中
で
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
何
で
だ
ろ
う

と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
自
分
自
身
で
は
、
非
正
規
だ
か
ら
、

シ
ン
グ
ル
だ
か
ら
と
、
あ
ま
り
ラ
ベ
リ
ン

グ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
大
人
に
な

る
と
、
仲
間
を
つ
く
る
の
が
難
し
く
な
っ

た
り
し
ま
す
が
、
仕
事
や
家
族
、
学
生
時

代
の
友
人
と
は
違
う
別
の
場
所
に
仲
間

（
に
ょ
き
に
ょ
き
会
の
メ
ン
バ
ー
）
が
い

る
と
い
う
の
は
良
い
で
す
ね
。
好
き
な
こ

と
や
趣
味
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
す

が
、
非
正
規
で
あ
り
、
シ
ン
グ
ル
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
仲
間
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

自
助
グ
ル
ー
プ
を
と
お
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
価
値
観
を
勉
強
で
き
た
の
が
自
分
に

と
っ
て
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。「
こ
う

で
な
き
ゃ
ダ
メ
」
で
は
な
く
、
ど
ん
な
人

で
あ
っ
て
も
相
手
の
意
見
を
尊
重
し
た

り
、
み
ん
な
が
個
々
の
自
分
で
あ
る
こ
と

を
尊
重
で
き
る
世
界
で
す
ね
。
自
助
グ

ル
ー
プ
を
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

か
っ
た
で
す
。
小
学
校
や
中
学
校
な
ど
教

育
の
早
い
段
階
で
、
柔
軟
な
発
想
を
し
た
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そ
こ
だ
け
が
す
べ
て
だ
と
心
が
折
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
ま
た
別
の
違
う
意
見
を
聞

く
こ
と
で
考
え
な
お
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
心
無
い
言
葉
や
理
解
の
な
い
人
、
価

値
観
の
違
い
に
対
し
て
我
慢
す
る
必
要
は

な
い
し
、
我
慢
す
る
と
こ
ろ
を
間
違
え
な

い
で
ほ
し
い
。

　

今
、
生
き
て
い
る
あ
な
た
が
、
あ
な
た

自
身
を
裏
切
ら
ず
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

イラスト　フローラル信子
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読者 の声  ～本誌377号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇【
特
集
】「
シ
ェ
ア
の
文
化
が
生
ま
れ
る
」

・
さ
ま
ざ
ま
な
「
シ
ェ
ア
」
は
、
環
境
問
題

へ
の
対
応
に
も
、
多
く
の
人
を
ゆ
る
や
か

に
つ
な
げ
る
場
に
も
な
り
、
今
の
社
会
に

必
要
な
こ
と
を
か
な
え
る
方
法
だ
と
感
じ

た
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
記

事
は
、
い
つ
も
料
理
を
し
て
い
て
、
生
ご

み
を
ど
う
し
た
ら
減
ら
せ
る
か
に
つ
い
て

よ
く
考
え
る
が
、
一
石
何
鳥
に
も
な
っ
て

い
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

・
シ
ェ
ア
の
文
化
が
広
が
り
、
他
人
や
地
域

の
人
と
の
関
わ
り
が
増
え
る
の
は
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
感
じ
る
。し
か
し
一
方
で
、

な
に
を
ど
こ
ま
で
シ
ェ
ア
で
き
る
の
か
を

判
断
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思

う
。 

◇
変
わ
り
ゆ
く
社
会
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

・
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
の
よ
う
な
居
場
所
が
ま
た
で
き

て
ほ
し
い
で
す
。
相
談
者
の
高
校
生
の
話

を
読
ん
で
、
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
間

違
い
な
く
多
く
の
方
の
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。26
年
間
活
動
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◇
市
民
活
動
用
語
の
キ
ソ
チ
シ
キ

・
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
の
言

葉
で
は
説
明
で
き
な
い
用
語
が
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
イ
ラ
ス
ト

も
可
愛
い
で
す
。
言
葉
に
ま
つ
わ
る
取
組

の
好
事
例
も
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
あ
す
マ
ネ

　
「
初
め
て
の
事
業
計
画
・
予
算
書
」

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
が
な
い
私
で

も
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
苦
手
意
識
の
あ
る
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
し
た
の
で
、読
む
の
が
大
変
で
し
た
。

挿
絵
な
ど
が
あ
る
と
多
少
、
印
象
が
違
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
」
の
略

称
を
知
ら
ず
、
意
味
を
調
べ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

◇
い
い
も
の 

み
ぃ
～
つ
け
た
！ 

　
地
域
作
業
所
ｈ
ａ
ｎ
ａ

・仕
事
に
人
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
人

に
合
わ
せ
て
仕
事
を
創
る
」
と
い
う
表
現

が
、
本
来
の
労
働
の
在
り
方
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

・大
き
な
写
真
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

店
の
地
図
が
あ
れ
ば
尚
嬉
し
い
で
す
。

25かくし

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

お
気
軽
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　【ボルタ工房】のボルタは鉄の街・室蘭生まれのボ
ルトやナット、皿ネジ、ワッシャーなどを半田づけし
たボルト人形のことです。2004年に開催した鉄を親
しむイベント「アイアンフェスタ」の体験溶接で製
作したボルト人形が好評だったため、５㎝に小型化
し2006年４月に15種類を一般発売しました。現在、
100種類のボルタの他、女の子ナッティシリーズなど
約130種類以上の製品を販売しております。また、ア
イヌ文化を広めるお手伝いができればと思い、モル
エラニボルタやアイヌ文様を施した、ステンレスの
しおりなども販売しております。Instagramにて製
品情報など発信しておりますので、ご覧頂ければ幸
いです。※当商品は屑鉄工房の「ボルトマン」等世
界中のボルト人形を参考にして製作されたものです。

Vol.
37

1��定番商品となりますボルタは100
種類の他、ナッティシリーズ７種
類リクエストシリーズ９種類ござ
います。

2�定番商品の他、不定期に個数限定
での製品をいろいろと販売してお
ります。特注品も承っております
が、お問い合わせください。

3�置物のボルタ以外にも小さいサイ
ズのボルタやナッティで、マスコッ
トやキーホルダー等実用的なものも
多数ございます。

4�室蘭坂下家本家に伝わる100年物
の着物の文様を用いて製作された
タペストリーの文様をパッケージ
やしおりに取り入れました。

〒 050-0085 北海道室蘭市輪西町 1-32-6
0143-47-8233　 0143-47-8233
bolta@tetsupro.com
www.tetsupro.com

　　　　https://www.facebook.com/muroranbolta/
　　　　bolta.tetsupro

11

22

33 44

（表 3）」

鉄の街で、
鉄を用いたまちづくり

特定非営利活動法人テツプロ
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表 4

2022年度主な助成金の募集（公募）2022年度主な助成金の募集（公募）2022年度主な助成金の募集（公募）

事業名
（募集時期） 事業の内容

対象となる団体
対象地域・助成金額

自動車購入費助成
（６/１～７/８）

自動車を購入する際の資金を
助成

・特定非営利活動法人

※本年度から上限を150万へ増額

・ に所在する団体
（2021年度は東日本地区）

・1件150万円上限（総額1,500万円）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

住民参加型福祉
活動資金助成
（６/１～７/１5 )

地域住民が主体となって、包括
的な支援を行なう活動に必要な
資金を助成

・５人以上で活動する営利を目的と
しない法人格のない団体

（2021年度は日本全国※コロナ対策の為）

・1団体30万円上限（総額450万円）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

組織および事業活動の
強化資金助成

（９月～10月上旬予定)

「組織の強化」と「事業活動の強
化」に必要な資金を助成

・特定非営利活動法人、社会福祉法人

・東日本地区に所在する団体
（2021年度は西日本地区）

・1団体70万円（総額1,000万円）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

認定NPO法人
取得資金助成

（９月～10月上旬予定)

認定ＮＰＯ法人取得に必要な資
金を助成

・認定ＮＰＯ法人の取得を目指す社会
福祉分野の特定非営利活動法人

・1団体30万円（総額300万）

社会福祉分野で活躍するNPOへの助成などを通じて、
地域福祉の向上に貢献することを目指しています。

自動車購入費
助成

新しい自動車での
送迎､配達が
楽しみ♪

組織および
事業活動の
強化資金助成
難病で入院する

子どもたちのための
コンサートを開催♪

住民参加型
福祉活動資金助成

高齢者と
子どもたちが
一緒にPCで
お絵かき活動♪

認定NPO法人
取得資金助成
フードバンクで
子ども支援。
認定取得により

地域の信頼強化に！

（公財）SOMPO福祉財団

西日本地区

SOMPO福祉財団Web ⇒ https://www.sompo-wf.org/

・東日本地区

・日本全国

、
げ
広
を
動
活
民
市
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